
市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
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標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

◆相談件数：延べ1,612件
（目標：延べ2,300件）

△

◆参加者数：延べ17,903人
（目標：延べ14,600人）

◎

◆配布世帯数：延べ9,042世帯
（目標：延べ9,625世帯）

△
新規1,000世帯へのきんきゅうカードの
配布

（理由）
目標数値を下回った

◆市民アンケート調査の実施：3,000件
（目標：3,000件）

○
第５次地域福祉計画の策定

目標数値を達成した

◆参加者数　延べ18,334人
（目標：延べ14000人）

○

福祉部福祉政策課

池田市
小地域ネットワーク活動
推進事業

「福祉のまちづくり」の実現のため、福祉的援助活動をより
身近な地域単位で実施するものである。これらの活動は、
地域住民や関係者の見守りにより、社会的支援を必要と
する人々が地域で孤立することなく生活することに資す
る。
○校区福祉委員設置数:１１箇所（１０小学校区）
○活動内容・個別援助事業:見守り、声かけ、簡単な家事、
外出介助、配食サービス等
○その他:市社会福祉協議会への補助事業。CSWを4名配
置。

活動実施地区割合　　100%（10小学校
区11地区で実施）

　飲食ができない状況は続いているため、
昼食を提供するようなコロナ禍以前の活動
形態には完全には戻っていないが、人と人
とのつながりの重要性を認識し、各地区が
つながりを維持できるようにさまざまな取組
を行った。地区によっては、昨年度から導入
した、YOUTUBEやLINEを活用した子育てサ
ロンのPR活動を継続し「ウィズコロナ」に対
応した形式で活動を実施できた。今後は、こ
のような取組を未導入地区へも上手く波及
させていくことが必要である。

14,617,238

福祉部高齢者政策
推進室高齢・福祉
総務課

緊急事態措置やまん延防止等重点措置が発出されたもの
の、活動拠点である共同利用施設を使用することができ、活
動を実施できた地区が多かったため。

30,470

新型コロナウイルス感染拡大の影響によ
り、当初の目標数値に至らなかった。今後も
引き続き事業の周知・啓発を進め配布世帯
数が増えるよう努める。

1,883,200

当初の目標を達成できたものの、回収率は
39.6％であったことから、今後は回収率向上
へ向けた取り組みが必要である。

福祉部福祉政策課社会福祉法第４条（地域福祉の推進）並びに第１０７条（市
町村地域福祉計画）を根拠とする、岸和田市の地域福祉
施策・事業の基本的な展開方向を示すため第５次岸和田
市地域福祉計画を策定する。

岸和田市

岸和田市

岸和田市きんきゅうカー
ド整備事業

地域福祉計画推進事業

支援が必要な高齢者等を対象として安心・安全を確保す
ることを目的とする。
地区福祉委員会の見守り訪問活動の対象となっている者
もしくは６５歳以上の独居高齢者、高齢者世帯、昼間独居
世帯等、何らかの支援を必要とする者を対象に、「かかり
つけ医」、「薬剤情報提供書（写）」、「持病」などの医療情
報や「健康保証証（写）」などの情報を専用の容器に入れ、
自宅に保管しておくことで、万一の救急時に備える。

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

岸和田市
コミュニティソーシャル
ワーカー促進配置事業

市内中学校（１１ヵ所）に総合相談窓口を開設し、地域にお
ける高齢者、障害者、ひとり親家庭などの救護を要する者
又はその家族、親族等への支援を通じて、地域の要援護
者等の福祉の向上と自立生活の支援のための保健福祉
セーフティネットの構築を図る。
コミュニティソーシャルワーカー１１名（岸和田市社会福祉
協議会１名、高齢福祉施設１０名）小地域ネットワーク活動
との連携を基本に、保健・医療・福祉・雇用・就労・住宅・教
育等の各分野の関係機関、当事者団体、地域福祉活動団
体及び地域住民等で構成されるネットワークを活用し、要
援護者に対する見守り・発見、相談から適切なサービスへ
の「つなぎ」の体制づくりを行うことを業務とする。

相談件数のうち、専門機関につないだ
り、解決又は支援方針を示すことができ
た件数：総相談件数の90％

新型コロナウイルス感染拡大に伴う活動自
粛の影響もあり、当初の目標数値を下回っ
た。
今後も先行きは不透明であるものの、擁護
を必要としている人は多いものと見られるた
め、引き続き、地域課題の把握に努める。

39,099,500

https://www.cit
y.kishiwada.osak
a.jp/soshiki/31/i
kiikinet.html

福祉部福祉政策課

（理由）
目標数値を下回った。

岸和田市
小地域ネットワーク活動
推進事業

社会福祉協議会により、地域の高齢者、障害者及び子育
て中の親子などの支援を必要とする人々が安心して生活
ができるよう、地域住民の参加と協力による、支え合い、
助け合い活動を実施する。
市内２４校区の地区福祉委員会が設置されている。
見守り・声かけ訪問・家事援助・軽作業援助等の個別援助
活動や、いきいきサロン・世代間交流・子育て支援等のグ
ループ援助活動、地域住民に対する広報及び啓発・研修・
学習活動を実施している。

地区福祉委員会の組織率100％（24小
学校区）

新型コロナウイルス感染拡大に伴う活動自
粛の影響はあったものの、当初の目標数値
を上回った。
今後も先行きは不透明であるものの、引き
続き地域特性に応じた地域福祉活動の支
援の充実を図る。

24,194,872

福祉部福祉政策課

（理由）
目標数値を上回った。
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆相談件数　延べ4,974件
（目標：延べ4,400件）

○

◆：ニーズ調査の回答率：47.6％(1,430人/3,000人)
（目標：50％(1,500人/3,000人)）

△

1,758,746

◆延べ相談件数：3,133件
（目標：3,931件）

△

◆グループ援助活動参加者延べ人数：1,554名（目
標：1,221名）、個別援助活動対象者延べ人数：
11,535名（目標：14,101名）

△

保険福祉部福祉政
策課

（理由）
社会福祉協議会に基幹型ＣＳＷを配置したことで、市内4か所
の担当地区ＣＳＷとのケース調整や行政、関係機関との連携
がスムーズに行われた。

泉大津市

ニーズ調査の結果を集約・分析し、計画
方針へ反映させる。

小地域ネットワーク活動
推進事業

小地域ネットワーク活動事業を推進するコミュニティワー
カーを設置し、地区福祉委員会、自治会、老人クラブ、民
生委員児童委員協議会、ボランティア連絡会等の関係諸
団体が参画する小地域ネットワーク活動推進委員会を中
心に、各地区において福祉活動を支える拠点を設置し、地
域において支援を必要とする人々に対して、住民主体によ
る必要な事業を行う。
・地区福祉委員会設置数　9か所
・活動内容
　　個別援助活動（声かけ見守り友愛訪問）グループ援助
活動（食事サービス、いきいきサロン、地域リハビリ等）
・その他参考事項
　　社会福祉協議会への補助事業
　　小地域ネットワーク活動のコーディネート等を担当する
コミュニティワーカーを3名配置

小地域ネットワーク活動地区推進会の
数：市内９地区中５地区で立上げ（前年
度市内９地区中４地区）

支援の必要な独居高齢者や高齢者世帯な
ど、地域の関係諸機関、団体との情報共有
や連携を図り支援を継続していく。また、小
地域ネットワーク活動地区推進会を通し、住
民主体による活動体制を強化し、支援して
いく必要がある。

23,299,406

保険福祉部福祉政
策課

（理由）
コロナウイルス感染拡大の影響により活動が縮小されたため
目標を下回った。

泉大津市

https://www.cit
y.izumiotsu.lg.jp/
kakuka/fukushi/
hukusiseisaku/t
antougyoumu/iz
umiotsusitiikifuk
ushikeikaku/inde
x.html

コミュニティソーシャル
ワーカー配置促進事業

　制度の狭間や複数の福祉課題を抱えるなど、既存の福
祉サービスだけでは対応困難な事案の解決や調整に取り
組むコミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）を設置するい
きいきネット相談支援センター４か所に各１名、社会福祉
協議会に基幹型として1名配置し、地域における見守り、
発見、つなぎ機能の強化を図る。
・CSWの配置人数及び配置場所内訳：配置人数５名（社会
福祉協議会１名、高齢者福祉施設４名）
・CSWの役割、業務内容：要援護者等に見守り、発見、相
談、適切なサービスへのつなぎ、要援護者等への福祉
サービスの存在、利用方法等に関する情報提供、見守り
やサービスの調整を図るための会議の開催　等
・その他参考事項
　社会福祉法人への委託及び社会福祉協議会への補助
にて実施。

相談件数のうち、専門機関に解決又は
支援方向を示すことができた件数：総相
談件数の30％

地域における見守り・発見・つなぎなど、各
関係機関の横の連携を強化し、セーフティ
ネットのさらなる充実を図り、継続実施して
いく。

30,266,877

池田市 地域福祉推進事業

社会福祉法に基づき、第４期池田市地域福祉計画（令和５
年度～令和９年度）の策定に向けて、市民意見を集約する
ため、3,000人の市民を抽出しニーズ調査を実施し、計画
方針に反映させる。
市民ニーズ調査
回答期間：令和３年７月７日～７月３０日
調査内容：各福祉サービスや社会福祉協議会、成年後見
制度の認知度、ボランティアの参加状況　等

福祉部高齢者政策
推進室高齢・福祉
総務課

福祉部高齢者政策
推進室高齢・福祉
総務課

（理由）
市広報誌で継続的にコミュニティソーシャルワーカーによる福
祉よろず相談窓口のPRを行ったところ、広報誌を読んで相談
につながったケースが増え、それに伴い相談件数も昨年度よ
り増加した。

池田市
コミュニティソーシャル
ワーカー設置事業

地域において、既存の資源を活用し、支援が必要とされる
高齢者・障がい者等の社会的弱者に対する「見守り、発
見、相談、サービス提供への繋ぎ」等を行う。
○ＣＳＷの配置人数及び配置場所別内訳：４名（社会福祉
協議会に全員配置）
○役割、業務内容　①個別支援：福祉制度の谷間に位置
し、救済が受けられない方の相談に乗り、関係機関等と連
携しつつ問題解決を目指す。　②地域支援：個別に活動し
ている団体や市民同士のネットワークを構築し、福祉の充
実に努める。
○その他：市社会福祉協議会への委託事業

問題解決もしくは支援方針の明示がで
きた割合：総相談件数の８０％以上

　本人や家族からの相談が全体の相談件
数の約４割を占め、コミュニティソーシャル
ワーカーが気軽に相談ができる場所として
認知されるようになってきたものと認識。今
後も市広報誌によるPRを継続する等、周
知・啓発に努める。また、制度の狭間の問題
のひとつであるひきこもりについて、地区福
祉委員にも周知・啓発を図るため、地区福
祉委員向けにひきこもり研修会を開催した。
当事者の声を聞くことにより、ひきこもり支援
への理解を深めることができた。今後の地
区福祉委員の活動に生かすきっかけになれ
ばと考える。

23,305,917

https://www.cit
y.ikeda.osaka.jp/
soshiki/fukushi/
kourei/sodan/14
169.html

H28年度の調査時と比較すると回答率は約5%上回ったもの
の、目標数値には達しなかったため。

　回答率は目標数値に達しなかったもの
の、数多くの自由記述による意見が寄せら
れた。また、より多くの市民意見を取り入れ
るためにも、今後はインターネット回答も可
能にする等の工夫を図る必要があるものと
思料。
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆グループ援助活動開催件数：261件
（目標：300件）

△

◆相談件数：324件（目標：250件） ◎

◆グループ援助活動開催実数：244回（目標:750
回）、参加者延べ人数：11,798人（目標:14,000人）、
個別援助対象者実数：6,727人（目標:6,200人）

△

◆相談延べ件数：3,196件(目標:6,700件)、大阪府
社会福祉協議会主催研修・ＣＳＷ養成研修：全員
が1回以上(目標:全員が1回以上)

△

福祉部福祉総務課

貝塚市
貝塚市コミュニティソー
シャルワーカー配置促
進事業

コミュニティソーシャルワーカーを効率よく機能させ、市域
における高齢者、障がい者、ひとり親家庭など、援護を必
要とするあらゆる人の福祉の増進を図る。
コミュニティソーシャルワーカーの配置人数及び配置所　3
名（社会福祉協議会に3名）
コミュニティソーシャルワーカーの役割・業務内容　要援護
者の支援（見守り、相談、地域とのつなぎ等）
その他参考事項　市社会福祉協議会への補助事業

相談件数の内、既存の公共サービス等
につないだ割合：令和2年度の実績
31.9％から50.0パーセントを目指す

相談件数の内、既存の公共サービス等につ
ないだ割合：45.3％
新型コロナウイルス感染症の拡大により生
活相談は増加し、社会福祉協議会の特例貸
付を終了した世帯など、既存の公共サービ
スへ繋ぐことが困難なケースも増えている。
今後は重層的支援の利用も視野に入れて、
既存サービスへつなげていく

15,000,000

福祉部福祉総務課

貝塚市
小地域ネットワーク活動
推進事業

高齢者、障害者、子育て中の親子等、自立生活を行う上で
支援を必要とする人々が、安心して地元で生活できるよう
に、地域で助け合う小地域ネットワーク活動に取り組む。
市内全域を網羅する校区福祉委員会が中心となり事業を
進める。
校区福祉委員会設置数　11地区
活動内容　　個別援助活動（個別台帳の整備・管理、要援
護者への見守り、声かけ訪問活動等）
　　　　　　グループ援助活動（ふれあいいきいきサロン、地
域行事への招待等）
その他参考事項　　市社会福祉協議会への補助事業

小地域ネットワーク活動のサービス協力
員：令和2年度実績の650人から900人を
目指す

小地域ネットワーク活動のサービス協力員：
635人
新型コロナウイルスの感染が拡大する中、
従来どおりの活動を続けることは困難であ
り、活動を少しずつ再開したとして、離れた
人を戻すことがなかなか難しい。コロナが収
まった後、どのように活動再開を促すかが
今後の課題である。

15,379,270

（理由）
新型コロナウイルス感染症の拡大により生活相談が増加して
いる状況のため

健康福祉部地域福
祉課

（理由）
新型コロナウイルス感染拡大防止対策によるイベント中止等
の結果、目標値を達成することができなかった。

守口市
コミュニティソーシャル
ワーカー配置促進事業

地域における高齢者、障害者、ひとり親家庭など援護を必
要とする者(以下「要援護者」という。)、またはその家族、親
族等の支援を通じて、地域の要援護者等の福祉の向上と
自立生活の支援のための基礎づくりを行い、地域福祉の
計画的な推進を図る。
・コミュニティソーシュルワーカーの配置人数及び配置場
所：配置人数2名、配置場所：①守口市社会福祉協議会②
いきいきネット相談支援センター③各コミュニティセンター
・コミュニティソーシュルワーカーの役割、業務内容：①要
援護者に対する見守り、相談等②セーフティーネット体制
づくり③地域住民活動のコーディネート　等
・社会福祉協議会へ委託

相談件数の９割以上において、専門機
関につなぐまたは解決又は支援方針を
明示

次年度についても新型コロナウイルス感染
症が原因による相談件数の底上げは想定さ
れるため、引き続き社会福祉協議会への委
託による相談業務を実施し、その他相談も
含め万全な体制で対応できるよう体制構築
に努める。

9,727,000

健康福祉部地域福
祉課

（理由）
前年度、新型コロナウイルス感染症が原因の収入減少、失業
等に関する相談が大幅に増加したが、今年度新型コロナウイ
ルス感染症による相談件数が少し落ち着いたことから、コロナ
禍以前の相談件数を上回る相談はあったものの、目標数値は
達成できなかった。

守口市
小地域ネットワーク活動
推進事業

　自立生活を行う上で支援を要する人が安心して生活でき
るよう、おおむね小学校区に設置されている社会福祉協議
会の地区福祉委員会が中心となって地域住民の参加と協
力による支え合い、助け合い活動を行う。
・地区福祉委員会設置数：１９箇所
・活動内容：個別援助活動(声かけ、見守り、家事援助、軽
作業援助、なんでも相談、給食配食　等)
　　　　　：グループ援助活動(６５歳以上の一人暮らしの方
ふれあい会食会　等)
・その他参考事項：市社会福祉協議会への補助事業

守口市域全地区において開催 過去２年度に引き続き、新型コロナウイルス
の影響もあったためこのような実績になった
と考えられる。次年度についても、コロナウ
イルスの状況を踏まえ集団感染が発生しな
いよう、守口市社会福祉協議会と調整を行
い、計画・実施していく。

19,653,000

（理由）
コロナ禍でグループの活動自粛によるもの
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆個別支援延べ件数：20,036件(目標:11,500件)、
地域活動延べ件数：2,273件(目標:3,500件)

○

◆延べ参加者人数:81,768人(目標;17,352人、実施
回数:1,264回(目標:1,100回）

◎

◆・相談者数　124件(目標:50件)　・相談内容のべ
件数2,463件(目標:1,200件)

◎

◆個別支援対象者数（ネット数）：2,236人（目標：
2,200人）　グループ支援活動開催回数1,554回（目
標：1,700回）　延べ参加者数:21,868人（目標：
20,000人）

○

◆実相談者数：1384人
（目標：1,300人）

◎

福祉部　福祉総合
相談課

（理由）
個別支援延べ件数　達成率174％
地域活動延べ件数　達成率65％

茨木市
小地域ネットワーク活動
支援事業

コロナ禍における地域での支え合い、助け合い活動の方
法を引き続き模索し、誰もが地域の中で安心して生活する
ことができる住みよい福祉のまちづくりを推進する。
○校区福祉委員会（小地域ネットワーク活動の実施組織）
設置数33箇所
○活動内容
　個別援助活動（見守り、声掛け訪問活動等）
　グループ援助活動（ふれあい食事サービス活動、地域リ
ハビリ活動、各種サロン等）
○その他参考事項　茨木市社会福祉協議会への補助事
業

グループ援助活動実施地区数33地区
（100％）
事業開催あたり平均参加人数20名を目
標

新型コロナウイルスの流行が始まり２年が
経過。１年目は地域活動がストップしなかな
か思うように活動が展開できなかった。しか
し、こうした時だからこそ、人と人との繋がり
を絶やさず、孤立を防ぎ、暮らしのなかでの
楽しみを見失わないよう、形を変えた繋がり
方、活動方法を模索し創意工夫をした活動
を展開できるようになった。コロナ禍の中の
こうした活動を生み出した知恵は力となり、
今後の新しい活動の発展に大きく影響を与
えると考える。

30,448,767

福祉部地域福祉課

茨木市
コミュニティソーシャル
ワーカー配置促進事業

　高齢化や核家族化が進む中で地域で支援を必要とする
人は年々増加傾向にあり、こうした要援護者を早期発見
し、必要な支援を提供する必要がある。コミュニティソー
シャルワーカー（CSW）を配置し、要援護者に対する見守
り・発見、相談から適切なサービスへの「つなぎ」の体制づ
くりを通じて、高齢者、障害者、ひとり親世帯などの援護を
要する者やその家族等への支援を行い、地域の要援護者
等の福祉の向上と地域福祉のセーフティネットの構築を図
る。
・CSWの配置人数及び配置場所別内訳
　配置人数14名（社会福祉協議会２名、社会福祉法人10
名、NPO法人２名）
・CSWの役割、業務内容
　地域福祉の計画的推進への支援、セーフティネット体制
づくり、要援護者等に対する見守り・相談等

セーフティネット会議の開催地区数　32
地区／32地区中

　関係機関への周知活動の強化により、
CSW認知度が向上したことで、個別支援件
数が目標を大きく上回ったが、地域活動延
べ件数は新型コロナウイルスの影響で目標
を下回ってしまった。
　今後は、新型コロナウイルス感染症対策と
して、新しい生活様式を取り入れつつ、活動
を縮小せずに臨機応変に工夫しながら支援
を続けていく。

67,487,200

（理由）
延べ参加者人数及び実施回数が目標数値を上回ったため。

http://www.city.
ibaraki.osaka.jp/
kikou/kenkof/so
udanshien/menu
/139286101574
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健康福祉部地域共
生推進課

（理由）
生活困窮者自立支援事業への移行が進んでおらず、CSWで
の対応となっている事例が多いため、想定よりも相談者数・相
談内容が多くなった。

泉佐野市
泉佐野市小地域ネット
ワーク活動推進事業

高齢者や子どもなど支援を必要としている人が地域で安
心して生活できるように、ボランティアの協力による支え合
い・助け合いのネットワークを小学校区ごとに張り巡らした
重層的な支援を行う。校区・支部ごとに個別支援活動及び
グループ支援活動を実施している。
●地区福祉委員会（小地域ネットワーク活動の実施組織）
設置数…１４ヵ所
●活動内容　個別支援活動…小ネット連絡会、見守り・声
掛け訪問活動、家事支援、介護支援等
●グループ支援活動…ふれあいいきいきサロン、ふれあ
い食事会等
●その他…泉佐野市社会福祉協議会への補助事業。

活動実施地区割合：市町村域の100%
（14地区中14地区）

活動実施地区割合：市町村域の100％（14
地区中14地区）
予定していた活動がコロナにより開催中止と
なっている。しかし感染リスクを軽減した中
で、ICTの活用を行った開催や人数制限を
行った開催にすることで、前年度より開催数
は増加している。今後も感染リスクを軽減し
た開催を支援する。 30,263,469

健康福祉部地域共
生推進課

（理由）
コロナ感染拡大の影響により、グループ支援活動の中止を余
儀なくされているため、コロナ禍以前より開催数・延べ参加者
数ともに減少しているが、令和2年度と比べ徐々に増加傾向と
なっている。また、個別支援活動については、感染対策を行い
継続的に行った。

泉佐野市
泉佐野市コミュニティ
ソーシャルワーク推進
事業

制度の狭間や複数の福祉課題を抱えるなど、既存の福祉
サービスだけでは対応困難な事案の解決に取り組むコミュ
ニティソーシャルワーカー（CSW）の機能を担う職員を中学
校区等の単位で設置する地域型包括支援センターに配置
し、地域における見守り・発見・つなぎ機能の強化を図る。
●ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ機能を担う配置人数及び配置場所
…5名　社会福祉協議会1名、高齢者等福祉施設…4名
●ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ機能の役割…福祉の相談窓口、相
談内容によって、行政や関係機関等へコーディネート
●その他…ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ機能職員配置事業所へ
の委託事業

問題解決率：総相談件数の100％ 各コミュニティソーシャルワーカーについて
は、包括的相談支援窓口として各種相談窓
口と一体的に配置されているため、個別相
談としては、主に、地域包括・障害者相談・
生活困窮以外の相談が中心となっている。
令和3年度については、生活困窮者自立支
援事業において支援申込・プラン作成にま
で至らない事例において、CSWで対応してい
る地域があったが、包括的な対応ができて
いると評価できる。

31,320,000

子育て福祉部　増
進型地域福祉課

（理由）
社会情勢により相談者数が増加し、目標値数を上回った。

富田林市
福祉コミュニティ推進事
業

①コミュニティソーシャルワーカーの配置人数及び配置場
所別内訳
　６名（市社会福祉協議会５名、市役所１名）
②コミュニティソーシャルワーカーの役割及び業務内容
　要援護者等の見守り・発見・相談、既存の公的サービス
との連携、有用かつ新たなサービスの研究開発、地域福
祉計画の策定・見直し・推進等に積極的に関与及び協力
すること等。
③その他参考事項
　市社会福祉協議会と市とで委託契約を締結し、委託事
業として実施。

地域の特色や要援護者を把握し、地域
の実情に合った地域づくりを促進。地域
住民が地域の課題を考え、解決してい
ける地域づくりを目指す。

自立相談支援事業と地域包括支援センター
等との連携による総合的な相談体制の構築
に取り組んでいく。

28,050,000
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
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標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆グループ援助活動開催数：577回
（目標：1,700回）

△

◆年間相談述べ件数：1,921件
（目標：2,000件）

○

◆グループ援助活動参加者数（延べ数）11,826人
（目標：15,000人）、個別援助対象者数（述べ数）
22,268人（目標：25,000人）

○

◆地区での活動（研修会・講座・サロンなど）への
参加：696回（目標：500回）

○

◆相談件数：2,056件
（目標：1,900件）

○

富田林市
小地域ネットワーク活動
推進事業

①校区福祉委員会（小地域ネットワーク活動の実施組織）
設置数：16校区・44か所
②活動内容：グループ援助活動（いきいきサロン活動・世
代間交流活動・子育て支援活動等）、個別援助活動（高齢
者・障がい者・子育て中の親子等）
③その他参考事項：市社会福祉協議会への補助事業。小
地域ネットワーク活動のコーディネート等を担当するコミュ
ニティワーカーを配置。

小学校区に加え、地域によっては自治
会や町会ごとに存在する校区福祉委員
会を今後も維持することで地域の活性
化を目指す。

コロナウイルス対策の実施、オンラインの活
用などにより、活動の継続や再開等につな
がるよう取り組んでいく。

10,655,645

子育て福祉部　増
進型地域福祉課

（理由）
コロナウィルスの影響により計画的な活動ができなかった。

福祉部地域福祉高
齢課

（理由）
地域から、専門機関へのつなぎや、課題の解決策や支援方針
を示すことができた。また、個別課題から地域課題への連動な
ど、コロナ禍のなか工夫をしながら、地域活動へ積極的に関
わり地域力向上にも寄与した。

河内長野市 地域福祉活動支援事業

〇社会福祉協議会が行う次の地域福祉活動支援事業に
要する経費の一部を助成する。①小地域ネットワーク活動
推進事業（地区福祉委員会等が主体となって、近隣住民
等の参加・協力を得て実施する個人・グループ援助活動、
協議会による地区福祉委員会等への支援（コミュニティ
ワーカーの設置を含む）、地区福祉委員会の活動拠点確
保など）②地域福祉人材育成事業（ボランティア育成事
業、地域福祉コーディネーター養成事業）③地域福祉ワー
クショップ事業（地域福祉や地区福祉委員会の活動などに
ついて考えを深めるワークショップの開催）
〇校区福祉委員会（小地域ネットワーク活動の実施組織）
設置数　15か所
〇その他参考事項　社会福祉協議会への補助事業

活動実施地区割合：市町村域の100％
（15地区中15地区で実施）
※個別援助活動、グループ援助活動、
福祉委員会活動等、地域にて活動して
いる福祉委員会

新型コロナウイルスの影響により、サロンや
会食などのグループ援助活動を開催規模・
実施回数等を含め、縮小せざるを得なかっ
たが、可能な範囲で実施したことによりおお
むね目標数値まで達成した。今後も状況を
踏まえた活動の検討が必要。
活動実施地区割合：市域の100％（１５地区
中１５地区で実施）

35,052,481

福祉部地域福祉高
齢課

（理由）
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、全体的に活動を縮
小をせざるを得なかったが、おおむね目標数値を達成すること
ができた。

河内長野市
地域コミュニティソー
シャルワーカー配置事
業

〇高齢化や核家族化、地域のつながりの希薄化が進展
し、地域の中で支援を必要としている人は増加してきてい
る。こうした要援護者を早期発見し、必要な支援につない
だり、地域の課題を解決するための資源を開発するため、
市役所内と市内６か所の「いきいきネット相談支援セン
ター」にCSWを配置している。個別支援、地域支援を通じて
地域福祉の向上とセーフティネットの構築を図る。
〇コミュニティソーシャルワーカーの配置人数　７人
（社会福祉協議会：6人、人権協会1人）
〇その他参考事項　社会福祉協議会及び人権協会への
委託事業

・相談件数のうち、専門機関につないだ
り、解決または支援方針を示すことがで
きた件数：総相談件数の80％以上

地域における高齢者、障がい者や子育て中
の父母等で支援を要する者（支援を要する
おそれのあるものを含む）などに対し、見守
り、課題の発見、専門的相談の実施、必要
なサービスや専門機関への紹介等の支援
を行うことにより、地域福祉ネットワークの構
築を図るとともに、要支援者等の自立と地域
福祉の向上を図ることができた。 21,695,553

福祉部福祉総務課

（理由）
個別ポスティングに重点を置いて活動を行った。

松原市
松原市コミュニティソー
シャルワーカー配置事
業

コミュニティソーシャルワーカーが地域の要援護者の相
談・発見を行い、関係機関と連携しながら、身近な存在とし
て地域に密着した相談活動を実施する。

問題解決率  100％
問題解決件数（各福祉サービスに引継
いだ数等相談が終了できた数）/相談件
数

コロナ禍での感染拡大に留意し活動を行っ
ていく

10,388,000

福祉部福祉総務課

松原市
松原市小地域ネット
ワーク活動推進事業

高齢者、障がい者(児）、及び子育て中の親子等、地域内
で自立生活を行う上において支援を必要とする人々が安
心して生活できるよう、地区福祉委員と連携をしながら、地
域住民の参加と協力による支えあい、助け合い活動の拠
点を、おおむね自治会・町会を単位とする地域で整備して
いく。
○地区福祉委員会設置数　　28箇所
○活動内容　・個別支援活動（見守り声かけ訪問、配食
サービス等）・グループ援助活動（いきいきサロン活動、健
康増進ウォーキング、子育てサロン活動、ふれあい食事
会、世代間交流・国際交流活動、ミニデイサービス活動
等）
○その他参考事項　市社会福祉協議会への事業補助。小
地域ネットワーク活動のコーディネート等を担当するコミュ
ニティーソーシャルワーカーを3名配置。

活動実施地区割合　１００％（２８地区中
２８地区）
松原市社会福祉協議会からの報告によ
る。

コロナ禍での感染拡大に留意し活動を行っ
ていく

29,337,993

（理由）
要援護者の早期発見を行い、相談者が相談先に困ることがな
いようにした。
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆個別相談件数：5009件
（目標：7,000件）

○

◆個別援助活動（延べ人数）：17,283件
（目標：26,000件）

△

◆実相談件数：608件（目標：800件）　関係団体に
周知活動、意見交換を行った件数：5件（目標：10
件）　行政の審議会に参加した件数：5件（目標：7
件）

△

◆サロン数：新規立ち上げか所なし（目標：新規３
か所立ち上げ）、総設置数：172か所（目標：１７５か
所）

△

http://www.syak
yo-
daito.jp/syoukai.
html#p07

福祉・子ども部福祉
政策課

（理由）
コロナ禍で従来の活動ができないなか、趣向を凝らした活動
内容が展開されたものの、目標数値を下回ったため、左記評
価を記載した。

46,764,000

http://www.city.
daito.lg.jp/kakuk
akaranoosirase/
fukushikodomo/f
ukushiseisaku/h
ukusei_g/125231
1415957.html

福祉・子ども部福祉
政策課

（理由）
概ね達成

大東市
小地域ネットワーク活動
推進事業

福祉委員が要援護者を見守り、声かけ訪問を行ったり、小
地域ネットワーク活動として高齢者ふれあいサロンや子育
てサロンなど、地域のふれあいの場となる活動を展開す
る。
【設置数】校区福祉委員会　15ヵ所
【活動内容】個別援助活動…声かけ、見守り。ｸﾞﾙｰﾌﾟ援助
活動…ふれあいサロン、元気でまっせ体操、子育てサロン
【その他】市社会福祉協議会への補助事業。小地域ネット
ワーク活動のコーディネート等を担当するコミュニティワー
カーを３名配置。

旧小学校区の活動カバー率を100％を
目標にする。

コロナ禍で地域活動に制約がある中、知恵
と工夫を凝らして個別援助活動を実施した。
昨年同様、ふれあいサロンから個別援助活
動にシフトする傾向がみられたが、人数制
限や二部制にしてのふれあいサロンの開催
やICT講習など、新たな形での地域活動も
展開された。今後も、コロナ禍での見守り活
動が続くと思われるので、自治会、老人クラ
ブ、民生委員児童委員、校区福祉委員、福
祉団体等と連携し、要援護者に対する見守
り活動を増やしていきたい。

17,545,000

大東市
コミュニティソーシャル
ワーカー配置事業

地域において援護を要する高齢者、障害者、子育て中の
親などの見守りや課題の発見、専門的相談の実施、必要
なサービスや専門機関へのつなぎ等を行うコミュニティ
ソーシャルワーカーを配置し、要援護者等の福祉向上と自
立生活の支援のための基盤づくりを行う。
【人数及び内訳】8名（社会福祉協議会2名、高齢者福祉施
設3名、障害者施設1名、人権関連施設2名）
【CSWの役割/業務内容】障害のある単身世帯の援助、DV
被害者の自立に向けたｻﾎﾟｰﾄ、地区内での災害時の取組
等
【その他】業務委託

相談案件の解決率を100％を目標にす
る。

　平成31年度地域福祉計画策定時に実施し
た市民アンケート結果では、コミュニティソー
シャルワーカーへの認知度が低い状況であ
り、コミュニティソーシャルワーカーへ相談が
必要な方であったとしても、相談ができてい
ない可能性がある。
　しかし、徐々にコミュニティソーシャルワー
カーへの認知度が高まっており、今後も認
知度を高めるための施策を行い、相談が必
要な方への環境づくりに努める。

和泉市
和泉市地域福祉総合相
談員配置促進事業

高齢者・障がい者・子育てなど、様々な分野で支援を要す
る地域住民に対する相談、見守り、サービスへのつなぎ、
心のケアなど、幅広い支援を行う総合的な福祉の専門職
である地域福祉総合相談員（以下コミュニティソーシャル
ワーカーの略称として「ＣＳＷ」という。）」を、住民に身近な
生活圏域において配置し、すべての人が安心していきいき
暮らせるよう地域福祉の向上と自立生活支援のための基
盤づくりを行い、地域の健康福祉セーフティネット（いきいき
ネット）の構築と、トータルな地域ケアシステムの実現を図
ることを目的とする。
○事業内容
（１）地域住民が安心して暮らせるための様々な個別相
談、安否確認、虐待の予防・見守り・発見及びサービスへ
のつなぎ機能を強化しながら、地域のボランティアや事業
所、関係機関等と連携し、地域の福祉力向上をサポートす
ること。
（２）支援を要する本人及び家族全体の複合的なニーズを
ワンストップで受け止め、課題整理しながら本来の関係機
関へつなぎ、課題解決を図ること。
（３）（１）、（２）を行う中で見えてくる、既存の制度では充足
しきれない「制度の狭間にあるニーズ」を把握し、専門機関
や地域住民、各種団体等とのチームアプローチを通じた新
たなサービス・システムの提案や開発を、行政とともに取り
組むこと。
（４）地域福祉の計画的な推進に関すること。
○ＣＳＷ配置人数及び配置場所別内訳
12名（兼務を含む。社会福祉協議会2名、高齢福祉施設10
名）
○その他参考事項
市内8か所の事業所に事業委託。ＣＳＷを複数名配置して
いる事業所があるが、委託料は他事業所と同額。

問題解決率:総相談件数の60％ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ
り、地域活動が停滞したことから地域からの
相談件数が減少した。
新型コロナウイルス感染症の感染予防対策
を講じたうえで、地域からの困りごと拾える
よう、具体策を検討、実施していく。

26,800,000

https://www.cit
y.osaka-
izumi.lg.jp/kakuk
ano/fukusibu/fu
kusisomu/gyou
mu/ikiikineto.ht
ml

福祉部福祉総務課

（理由）
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、地域活動が中
止、延期となったことから、地域からの相談が減少したため、
目標数値を下回った。

和泉市
小地域ネットワーク推進
事業

小地域(概ね小学校区)を単位として、地域の高齢者・障が
い者(児)、子育て中の親子など、自立した生活を行う上で
支援を必要とする人々を対象に行う、地域住民による支え
合い助け合い活動であり、見守り・声かけ訪問活動を中心
とする個別援助活動といきいきサロン・子育てサロンを中
心とするグループ援助活動を実施する。
○校区社会福祉協議会設置数　２１か所
○活動内容
・個別援助活動(見守り声かけ訪問・緊急時の連絡、通報・
情報提供・登下校見守り等)
・グループ援助活動（いきいきサロン、子育てサロン、会食
会、世代間交流等）
○その他参考事項
　市社会福祉協議会への補助事業。

活動実施地区割合：市町村域の100％
（21小学校区中21小学校区）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴
い、サロン活動の中止や見合わせる地域が
あった。
今後、新型コロナウイルス感染症の感染予
防対策を講じたうえで、サロンの開催方法を
工夫し、地域で孤立する人がないよう見守り
活動を実施する。

22,450,468

福祉部福祉総務課

（理由）
新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、サロンの立ち
上げがなかったため目標数値に達しなかった。
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（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆活動の具体化の検討：5校区（目標：10校区） △

◆地域課題を解決するための住民活動数：4件（目
標：10件）

△

ボランティア　個人登録：54名（うち新規19名）（目
標:60名）団体登録：52団体（うち新規3団体）（目
標:80団体）

○

◆グループ援助活動開催件数：391回（目標：1,000
回）、延べ参加者数：9,932人（目標：25,500人）、延
べ個別援助対象者数：11,948人（目標：10,200人）

○

◆延べ相談件数:4,607件・ケース会議15回/月（目
標：1,800件、12回/月）・住民懇談会2回（目標：1
回）・事例検討会議:6回/年（目標：6回/年）

○

和泉市 地域福祉推進事業

①地域福祉の推進を目的とする社会福祉協議会が、各地
域の地域福祉推進の代表者（校区社協会長）と連携を図
り、情報共有・課題を検討するための会議を開催する。
　○役員会議開催回数　年６回、会議参加人数　１回あた
り５名
　○会長会議開催回数　年６回、会議参加人数　１回あた
り２１名

②第4次地域福祉活動計画の重点施策に位置付けている
「地域の課題を定期的に話し合える協議の場づくり」につ
いて、各校区に対し設置に向けた場づくり支援及び継続的
な実施支援を行う。
　○２1校区の協議の場を継続支援する。
　○参加人数　１回あたり１５～３０名

協議の場で地域課題解決の企画を立
案し、実施された校区の数：10校区

新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ
り地域で行っている「協議の場」が自粛、延
期された。
今後、新型コロナウイルス感染症の感染予
防対策を講じたうえで、コロナ禍でもできるこ
と、コロナ禍でもすすめていかないといけな
いことを整理し、地域からのニーズに対応で
きるようアプローチしていく。 211,718

福祉部福祉総務課

（理由）
新型コロナウイルス感染拡大により地域活動が自粛、延期さ
れたことにより前年を下回った。

和泉市 地域福祉活動支援事業

地域住民を中心とした会議（概ね小学校区単位）等におい
て議論された課題について、地域住民自身が解決するた
めの住民活動を促進・支援するものです。また、全小学校
区の住民団体で本補助金を活用されるよう助言、活動支
援をおこないます。
いきいきサロンや子育てサロン等小地域ネットワーク事業
の地域福祉活動の充実、ボランティア研修会・交流会・ス
キルアップ講座など福祉活動状況や情報を広く地域住民
に周知し、地域福祉の振興をはかる。

地域活動を通じて解決された地域課題
10件

新型コロナウイルス感染症の感染拡大のた
め活動の自粛などにより、地域の住民課題
を解決するための活動が減少した。
今後、新型コロナウイルス感染症の感染予
防対策を講じたうえで、コロナ禍でもできるこ
と、コロナ禍でもすすめていかないといけな
いことを整理し、地域からのニーズを地域住
民主体のもと具体的な活動に結びつけられ
るよう支援する。

265,637

福祉部福祉総務課

（理由）
新型コロナウイルス感染拡大により地域活動が自粛、延期さ
れたことにより前年を下回った。

箕面市
ボランティア活動推進事
業

ボランティア活動の啓発や活動者の発掘、活動支援、福
祉教育の推進。
災害時にはボランティアセンターを開設。そのため平時か
ら講習会等を開催し体制づくりを進める。また、活動者の
顔の見える関係づくりを構築していく。

ボランティア登録者（団体）数　前年度よ
り20%増加

講習会などを通して、ボランティアや地域活
動に参加しやすいきっかけづくりを行う。
箕面災害支援ネットワーク会議を定期開催
し、平常時からの顔の見える関係づくりを進
める。
多様な団体・当事者の参加によるボランティ
ア・福祉体験学習の実施を目指し、より多く
のかたに福祉課題やボランティアについて
知ってもらう取り組みを進める。

8,000,000

https://www.cit
y.minoh.lg.jp/life
plaza/chiikihuku
shikeikaku/keika
ku2ki.html

健康福祉部　健康
福祉政策室

（理由）
コロナ禍で活動の制限があるものの、ボランティア活動をした
い、ボランティアの応援がほしい相談に対応した。また、いざと
いう時のために、箕面災害支援ネットワーク会議を立ち上げ、
参加団体で災害ボランティアセンター設置訓練を実施した。

箕面市
小地域ネットワーク活動
推進事業

概ね小学校区単位で、地域の高齢者・障がい者、子育て
中の親子などの要援護者を対象とした地域住民による支
え合い助け合い活動を実施する。
　・校区福祉委員会設置数　13箇所
　・活動内容
　　　グループ援助活動(いきいきサロン、子育てサロン、世
代間交流等)
　　　個別援助活動(見守り活動等)
　・その他参考事項
　　市町村社会福祉協議会への補助。コミュニティワー
カーを7名配置。

参加者に対する個別援助活動の割合
40%

・新型コロナウイルス感染拡大状況を見据
えながら、各地区の実情に合わせ、これま
での活動の枠に捉われない様々な形での
小地域ネットワーク活動を進めていく。

39,962,000

https://www.cit
y.minoh.lg.jp/life
plaza/chiikihuku
shikeikaku/keika
ku2ki.html

健康福祉部健康福
祉政策室

（理由）
・新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、複数人で集まる
形式での活動回数は減少した。（目標数値に対しての開催率
39％）
・個別に訪問して見守る活動については、「コロナ禍だからこそ
必要な活動だ」と活動を増やした地域もあった。（目標数値に
対しての活動率　117％）

柏原市
コミュニティソーシャル
ワーカー配置促進事業

一人暮らし高齢者や生活困窮世帯、障がい者世帯など地
域から孤立しがちな要援護者を早期発見し、必要な支援
へとつなぐためのセーフティネットの役割を担うコミュニティ
ソーシャルワーカーを配置し、中学校区圏域での地域にお
ける包括的相談支援体制の中心的な役割として、相談窓
口となることをはじめ、個別支援や要援護者の見守り活
動、民生委員や地区福祉委員等への連携支援活動、地域
の実情に応じた新たな福祉システムの構築を図る。

活動指標の80％以上の達成 コロナ禍の影響を受け、経済的に困窮する
方からの相談が増加した。生活困窮者の相
談の中には、引きこもり等、家庭内に隠れて
いた課題が明らかになった相談もあった。こ
ういった相談支援を通じて、あらためて関係
機関との連携による包括的な支援体制の重
要性が認識された。また、関係機関や地域
との連携にあたっては、オンラインを活用す
るなどの手段で継続することができた。

24,376,825

柏原市社会福
祉協議会
http://kashiwara
-shakyo.jp/csw

福祉こども部福祉
総務課地域福祉係

（理由）
コロナ禍の影響を受け、経済的に困窮する方からの相談が増
えた。また、これを発端に引きこもり等の複合的な課題を有す
る相談が増えた。専門職間のケース会議や事例検討会議、住
民懇談会はコロナ禍においてもオンラインを活用し継続的に
実施した。
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆グループ活動参加:述べ1,820人（目標：11,300
人）・ほのぼの利用:述べ1,320人（目標：7,000人）・
友愛訪問:述べ16,692人（目標：18,000人）・苦情解
決実9人（目標：30人）・ふれあい参加実12団体（目
標：10団体）

○

相談件数：1373件（目標：500件）,　羽曳野市地域
福祉専門職ネットワーク研修会構築のための研修
会の開催：2回（目標：3回)

○

◆活動実施地区：14校区（目標：14校区）　グルー
プ援助活動参加者数：13,557人（目標：39,000人）
個別援助活動参加者数：42,378人（目標：28,000
人）

○

◆事前の打ち合わせ会議は開催したが、コロナ渦
のため、推進チーム会議は開催せず。(目標：14校
区で年間3回以上の推進チーム会議を開催する。
年間2回の運営会議を開催する。中間エリアの開
催を協働して実施する。)

△

柏原市 地域福祉推進事業

・市内小学校区9地区に地区福祉委員会を設置し、一人暮
らし高齢者への友愛訪問等の個別援助や子育てサロン等
のグループ活動の実施を支援する。
・地域福祉サービス向上を目指して、福祉活動専門員と苦
情解決相談員を配置するため市社協に補助。
・ほのぼのかたしも（地域拠点として高齢者から子育て中
の方までが利用できるスペースとして開放）の運営補助を
通じて、地域福祉の促進やボランティアの育成を目的とす
る。
・年1回「市民ふれあい広場」を実施し、ボランティアグル―
プの発表や施設・機関の周知活動を行う。今年度は例年
の会場が工事のため、企画を変更し地域活動推進のセミ
ナーの実施を予定している。

活動指標の80％以上の達成 コロナ禍の影響を受け、集団で開催する事
業は中止せざるを得なかった。一方、友愛
訪問などは感染症対策をとった上で継続し
た。これを機に、オンラインを活用した事業
も開催したが、地域ボランティアが高齢なこ
ともあり、すぐさま代替事業とはいかなかっ
たため、しばらく併用での事業展開を検討し
たい。 32,974,053

福祉こども部福祉
総務課地域福祉係

（理由）
コロナ禍の影響を受け、グループ活動や地域拠点での活動人
数は大幅に減少した。一方、友愛訪問など感染症対策をとっ
たうえでできる事業は継続した。また、「市民ふれあい広場」に
ついては、オンラインによる動画配信形式による開催とした。

羽曳野市
羽曳野市コミュニティ
ソーシャルワーカー配
置事業

○コミュニティソーシャルワーカーの配置人数及び配置場
所別内訳
　　4名（社会福祉協議会3名、高齢福祉施設１名）
○コミュニティソーシャルワーカーの役割、業務内容
　　地域福祉計画推進への支援、セーフティネット体制づく
り、要援護者に対する見守り・相談、市への情報提供等
○その他参考事項
　　市社会福祉協議会・高齢福祉施設への委託事業
実施体制：CSW配置人数4名（社会福祉協議会3名、社会
福祉施設1名）　委託事業で実施

新規相談件数の80%以上を、課題解決
又は他機関につなぐ。
包括的相談支援体制構築のために、専
門機関のネットワーク会議を開催する。

新型コロナウイルス感染拡大の影響が長期
化する中、相談件数が増加しました。生活
困窮、ひきこもりの相談が増加しており、内
容についても複合的・複雑化しています。羽
曳野市地域福祉専門職ネットワーク研修会
については、コロナウイルスの影響を考慮
し、ＷＥＢで２回開催しました。コミュニティ
ソーシャルワーカーには、地域住民と専門
職や行政とを繋ぐ役割を求めています。

22,154,000

https://www.cit
y.habikino.lg.jp/s
oshiki/hokenfuk
ushi/fukusi_sou
mu3/chiikifukus
hinitsuite/8745.
html

保健福祉部福祉総
務課

（理由）
相談件数は目標値を上回り、研修会開催についても、概ね達
成されたため。

羽曳野市
小地域ネットワーク活動
推進事業

要援護者等が地域で安心して生活できるよう小学校区を
単位として、おもに、見守り活動、手助けなどの個別援助
活動とサロン活動などのグループ援助活動を、校区福祉
委員会が実施している。
　○校区福祉委員会（小地域ネットワーク活動の実施組
織）設置数　　１４箇所
　○活動内容　　　・個別援助活動（災害時要援護者支援
台帳の平常時における活用、見守り声かけ訪問活動等）
　　　　　　　　　　　 ・グループ援助活動（いきいきサロン、会
食会、子育てサロン、世代間交流 等）
　○その他参考事項
　　　市社会福祉協議会への補助事業。小地域ネットワー
ク活動のコーディネート等を担当するコミュニティワーカー
を３名配置。

活動実施地区割合：１００%（全小学校
区：１４校区）
新たなグループ援助活動の開始

グループ援助活動は、新型コロナ感染拡大
の影響で中止になる場合も多く、目標を下
回ったが、代わりに孤立しがちな高齢者等
への訪問活動を増やし、個別援助活動は目
標を上回る実績となった。今後も既存の取り
組みを継続的に実施しながらも、特に地域
特性に応じた地域福祉活動の支援の充実
を図る。 17,400,000

保健福祉部福祉総
務課

（理由）
目標数値を達成できたため。

羽曳野市
ふれあいネット雅び推
進事業

住民参加の自主的な福祉活動（校区福祉委員会の小地
域ネットワーク活動等）と専門職種・行政が協働し、要援護
者を地域で支えようという取り組み。
対象は高齢者に限定せず、子ども・障がい者までその範
囲を拡大し、あわせて担当各課にも参加を呼びかけ、総合
的な地域福祉推進を図っている。また、ふれあいネット雅
びを活用した『全世代・全対象型包括的ケアネットワーク』
を中間エリアにおいて構築している。
事務局：社会福祉協議会
関係各課等：地域包括支援課、健康増進課、福祉総務
課、生活福祉課、こども課、障害福祉課、ＣＳＷ、地域福祉
専門機関

地域住民と行政、専門職が顔の見える
関係となり下記の機能を果たす。
①地域の見守りからの発見を専門職に
繋ぎ早期に支援を行う
②地域の福祉ニーズにあった社会資源
を開発する
③福祉教育
④各専門機関の事業推進

新型コロナウィルス感染拡大の影響により、
地域住民と行政、専門職の連携のネット
ワークであるふれあいネット雅びの推進チー
ム会議は、全て開催中止となりました。ＣＳ
Ｗ圏域（東・中・西エリア）での羽曳野市地域
福祉専門職ネットワーク研修会については、
コミュニティソーシャルワーカーと協働し、全
エリア合同でＷＥＢで２回開催しました。ふ
れあいネット雅びの推進にあたり、コロナ禍
の状況にあわせた取り組み方法の改善が
課題と捉えています。

2,922,512

保健福祉部福祉総
務課

（理由）
新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けて会議が中止とな
り、中間エリアの会議の開催（2回）のみが達成できたため
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆グループ援助活動参加者数延べ15,095名（目
標:17,300名）　個別援助活動対象者数延べ12,157
名（目標:12,800名）

△

◆個別相談延べ件数：604件
（目標：500件）

◎

◆相談件数　延べ113件
（目標：80件）

◎

門真市
小地域ネットワーク活動
推進事業

　地域の高齢者、障がい(児)者及び子育て中の親子等自
立生活を行う上において支援を必要とする人々が安心し
て生活できるよう、地域住民の参加と協力による支え合
い、助け合い活動を概ね小学校区を単位とする地域で推
進する。
校区福祉委員会ごとにグループ援助活動として、いきいき
サロン、世代間交流、子育てサロン等を実施し、個別援助
活動として要支援者の見守り声かけ訪問活動、配食サー
ビス等を実施する。さらに、精神障がい者理解促進事業や
これまで養成した認知症サポーターのフォローアップ等を
実施する。
○校区福祉委員会（小地域ネットワーク活動の実施組織）
設置数
　15箇所
○活動内容
　・個別援助活動（個別台帳整備、見守り声かけ訪問活
動、配食サービス　等）
　・グループ援助活動（いきいきサロン、ふれあい食事サー
ビス、世代間交流　等）
○その他参考事項
　市社会福祉協議会への補助事業。小地域ネットワーク活
動のコーディネート等を担当するコミュニティワーカーを
　2名配置。

小地域ネットワーク活動協力者数（実
数） 300人

　グループ援助活動参加者数については、
目標数値を下回る実績となった。個別援助
活動対象者数については、目標数値を上
回ったものの、各校区での活動内容につい
て再度検討したり、活動の周知方法を工夫
するなどして新たな参加者の取り込みを図
る必要があるため、引き続き事業実施団体
である社会福祉協議会と連携し、積極的な
活動を促していく。
　また、個別援助活動については、現在、対
象者のほとんどが高齢者であるため、障が
い者や子育て中の親子などに対しての活動
についての情報提供を行うなど、活動しや
すい環境の整備に努める。

17,488,142

保健福祉部福祉政
策課

（理由）
個別援助活動については概ね目標を達成したものの、グルー
プ援助活動については新型コロナウイルス感染症の感染拡大
の影響を受けて活動が縮小し、目標を下回ったため。

門真市
コミュニティソーシャル
ワーカー配置事業

　地域の要援護者等の福祉の向上と自立生活の支援のた
めに基盤づくりを行い、地域福祉の計画的な推進に資する
ことにより、いきいきネットの構築を図ることを目的とする。
　また、要援護者等からの相談・つなぎの業務を行い、地
域住民活動のコーディネート、企画・立案機能の強化な
ど、実施要綱に基づき業務を行う。
○コミュニティソーシャルワーカーの配置人数及び配置場
所別内訳
　１箇所２名（市社会福祉協議会）
○コミュニティソーシャルワーカーの役割、業務内容
　１　地域福祉の計画的な推進
　　①門真市地域福祉計画の推進及び将来の改定にかか
る門真市への情報提供
　　②地域住民活動のコーディネート（住民懇談会の開
催、住民活動のコーディネート、要援護者の組織化支援
等）
　２　要援護者に対する見守り・相談・つなぎのセーフティ
ネット体制づくり（個別相談、各種サービス利用申請支
　　　援、ケース検討会の開催、地域住民等を対象とする
研究会の開催、門真市地域福祉連絡会の開催　等）
○その他参考事項
　市社会福祉協議会への委託事業
　平成28年4月からコミュニティソーシャルワーカーを１名
増員し、２名体制で小中学校との連携などアウトリーチ支
援の強化を図る。

アウトリーチによる機能強化に努め、制
度の狭間にある課題や複合的な課題を
抱えた人の課題解決を図る。また、学校
や教育分野の相談機関とも連携を図
る。

個別相談延べ件数について、目標数値を大
きく上回った。地域住民等を対象とする研究
会の開催など、地域共生社会に繋がる地域
づくりに資する取組については、新型コロナ
ウイルス感染症拡大の影響もあり実施でき
なかった。今後は、アウトリーチによる機能
強化や他機関連携に活動の重きを置き、Ｃ
ＳＷの認知向上に努める。

12,452,586

保健福祉部福祉政
策課

（理由）
個別相談延べ件数の目標数値を大きく上回ったため。

門真市
市民公益活動支援セン
ター運営事業

　市民等が営利を目的とせず、自発的かつ自主的に取り
組む社会貢献活動を支援し、行政との協働を促進すること
を目的として、市民公益活動支援センターの運営を行う。
　また、市民公益活動を行う上での相談・助言および人材
育成に努め、市民公益活動に係る関係機関との連携およ
び交流の促進を行うとともに、市民公益活動を行う際やＮ
ＰＯ法人を設立する際の申請書類等についての相談も
行っている。

ＮＰＯやボランティア活動に参加してい
る人の割合　22％

　新しい生活様式や感染症対策を取り入れ
た、自発的かつ自主的な社会貢献活動を支
援するため、相談者に対し、適切な助言や
マッチング等を行った。
　引き続き、相談者に対する支援や新たな
活動の担い手の発掘と人材育成に努める。

859,151

市民文化部地域政
策課

（理由）
 コロナ禍で不安を抱える中、活動が大きく制限されたが、　Ｎ
ＰＯ法人や地縁団体、企業等など幅広い相談に対応するとと
もに、ＮＰＯ法人の申請書類の相談など、中間支援組織とし
て、適切な助言や連携を行った。
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆参加者数　646名（実人数）
（目標：615人）

◎

◆・グループ援助活動開催件数：56回）（目標:100
回）　・延べボランティア数1,074人（目標:1,500人）・
個別援助対象者数：2,384人（目標:1,200人）

○

◆延べ相談件数：3,701件
（目標：3,900件）

△

◆独居登録：1,266件（目標：1,600件）、高齢者のみ
世帯登録：12件（目標：15件）、年間訪問件数：延
6,957件（目標：延8,000件）

○

門真市
「歩こうよ・歩こうね」運
動推進事業

高齢者が運動習慣を身につけ、健康の保持・増進を図る
ため、老人クラブ連合会との共催により「歩こうよ・歩こう
ね」運動を行う。
　高齢者が気軽に参加できる運動を奨励することにより、
高齢者の健康の維持・増進を図るため、平成21年度から
実施しており、高齢者がこの運動を自主的に取り組むこと
により、閉じこもりの予防にもなり、高齢者の健康の維持及
び足腰の弱りを食い止め、介護予防につながる。
　市内の各単位クラブにサポーターを設置し、個人集計表
の取りまとめを委託しており、各サポーターから提出され
た集計表を市老人クラブ連合会で取りまとめ、成績に応じ
て記念品の贈呈を行っている。
　また、１年を通じて優秀な成績を修めた方に市長表彰を
行っている。

延べ達成者数　2,340名 新型コロナ感染症の拡大により、引きこもり
となる高齢者の増加も見込まれるため、門
真市老人クラブと協力し「歩こうよ・歩こうね」
運動の周知をはかることで参加者を増や
し、高齢者の健康の保持・増進に引き続き
努めていく。

468,178

保健福祉部高齢福
祉課

（理由）
各老人クラブに呼びかけたことにより、登録者数が増加したた
め。

摂津市
小地域ネットワーク活動
推進事業

・活動実施地区割合：市町村域の100%
（12地区中12地区で実施）

新型コロナウイルス感染症の影響により、グ
ループ援助活動などが計画通りに開催でき
なかった。今後は、新型コロナウイルス感染
症の影響を鑑みながら小地域ネットワーク
活動のさらなる活性化により、地域福祉推
進を図る。

16,044,000

保健福祉部保健福
祉課

（理由）
グループ援助活動開催件数、延べボランティア数に関しては、
目標数値を超えなかったが、延べ個別援助対象者数について
は、目標数値を大幅に超えることができたため。

概ね小学校区単位にて設置した校区等福祉委員会におい
て、地域の高齢者・障がい者、子育て中の親子などの要援
護者を対象とした地域住民による支え合い助け合い活動
を実施する。
・校区福祉委員会（小規模ネットワーク活動の実施組織）
設置数１２箇所
・活動内容
・グループ援助活動（いきいきサロン、子育てサロン、世代
間交流等）
・個別援助活動（ひとり暮らし高齢者見守り活動等）
・その他参考事項
市社会福祉協議会への補助事業。活動のコーディネー
ター等を行うコミュニティーソーシャルワーカーを３名配置。

摂津市
コミュニティーソーシャ
ルワーク事業

　高齢化や核家族化が進む中で地域で支援を必要とする
人は年々増加傾向にあり、こうした要援護者を早期発見
し、必要な支援を提供する必要がある。
　コミュニティソーシャルワーカー（CSW）を配置し、要援護
者に対する見守り・発見、相談から適切なサービスへの
「つなぎ」の体制づくりを通じて、高齢者、障がい者、ひとり
親世帯などの援護を要する者やその家族等への支援を行
い、地域の要援護者等の福祉の向上と地域福祉のセーフ
ティネットの構築を図る。

・実施体制：CSW配置人数３名（配置場所は社会福祉協議
会）

相談のうち、専門機関につないだり、解
決等できた割合：50%

相談を受けやすい環境にするために、引き
続き、地域のつながりを進める。

13,967,000

保健福祉部保健福
祉課

（理由）
目標数値を超えることはできなかった。

摂津市 地域福祉活動支援事業

１、地域福祉活動の支援として社会福祉協議会に委託し
ているサロン、リハサロン活動（旧12小学校区にて毎月2
回実施）にヘルパーを派遣し、地域住民同士の交流促進、
運動機能向上の支援を行う。
２、民生委員が把握する独居高齢者で登録を行っている
者（約1,500人）に対し、社会福祉協議会のライフサポー
ター（独居老人見守りヘルパー）が順次訪問し、安否確認
を行い、また日頃困っている事等がないかの聞き取りを行
う。
また、平成28年11月より登録を行っていない市内に住む75
歳以上の方全て（介護サービスなどを全く受けていない
方）を対象に順次訪問を行うため、ライフサポーターも3名
から5名に増員し実施している。

１．今後も増加が見込まれる地域の高
齢者の閉じこもり防止や、介護予防に寄
与する。
２．援助を必要とする高齢者を見守り、
支援することで問題の早期発見、早期
対応が図られ、高齢者が地域で安心し
て暮らせる体制づくりに寄与する。

入院や施設での生活により対象外となった
場合でも、在宅生活に戻った際には再度登
録ができることを周知する等、継続した見守
り体制を構築し、安心して生活できる環境の
整備に努める必要があると考える。
また、75歳到達者については、訪問時に本
人らが必要とする情報だけでなく、地域とし
て見守りができるよう相談機関の情報提供
等を行う必要があると考える。

16,024,929

保健福祉部高齢介
護課高齢福祉係

（理由）
入院や施設で生活する等、一定期間自宅を離れる対象者を
対象外とした結果、登録件数は減ったものの、必要とされる高
齢者への訪問ができたことから達成できたと考える。また、75
歳に到達した者への訪問を行い、地域包括支援センター等の
相談機関や市の制度を周知できたことからも達成できたと考
える。
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆個別援助活動対象者数：145,420名（目標
150,000名）　グループ援助活動数：3,9902名（2,500
名）グループ援助活動開催件数：105回（65回）

○

◆高齢者　９５件、障がい者　７７件、親子家庭　２５
３件、その他　１,０５８件　　計１,４８３件	（目標：相談
件数２５０件（コロナ禍が終息の場合））

○

◆福祉バスの乗客数：59,465人（目標:60,000人） ○

◆市の公共施設をはじめ、市民が集うイベントなど
においても配布する。令和3年度に4,000部発行。
（目標：4,000部発行）

○

高石市
小地域ネットワーク推進
事業

小地域ネットワーク活動事業を推進するコミュニティワー
カーを配置し、校区福祉委員会等の各種関係機関が参画
する会議を設置・運営を行うとともに住民への広報・啓発、
支援を必要とする人々に対してサービス支援を行う。
〇校区福祉委員会設置数　7ヵ所
〇小地域ネットワーク活動のコーディネート等を担当する
コミュニティワーカー３名を配置。
〇活動内容：見守り、声掛け訪問、ガイドヘルプ、配食
サービス、その他小地域事業の目的を達成するために必
要な個別援助活動など。また、いきいきサロン・ふれあい
サービス・世代間交流・子育て支援・コミュニティカフェ等、
小地域事業の目的を達成するために必要なグループ援助
活動を実施。隣人同士が顔の見える関係づくりを構築し、
地域で安心して暮らせるまちづくりを目指す。
〇その他参考事項
社会福祉協議会への補助事業

○活動実施地区割合：市域の１００％（７
小学校区で実施）
○コミュニティカフェ設置地区数：３７ヵ所
の７４％（５０自治会団体（地区））

新しい生活様式の考えのもと、感染予防策
を兼ねた『オープンカフェ（野外カフェ）』など
のコミュニティカフェの提案や実施の働きか
けを行えた。引き続きＣＳＷが積極的に地域
に出向き、グループ援助の実施困難の場合
は、個別の訪問活動の実施回数増の調整
等を行い、孤立予備軍等の見守り支援やフ
レイル解消支援など、生活支援コーディネー
ターと見回り活動を行う。
また、外出自粛イコール活動自粛となり、地
域福祉活動が低迷しないよう、地域の役員
等に対し、活動の必要性の訴えや意識付け
活動を行う。

11,810,000

保健福祉部　社会
福祉課

（理由）
活動実施地区割合：市町村域の100％(７小学校区で実施)
外出自粛期間内においても、新しい生活様式に合わせた高速
道路の高架下を活用した『オープンカフェ（野外カフェ）』など開
催し、地域の居場所づくりに努めた。										

高石市
コミュニティソーシャル
ワーカー配置事業

　小地域ネットワーク活動事業を推進するコミュニティワー
カーを配置し、校区福祉委員会等の各種関係機関が参画
する会議を設置・運営を行うとともに住民への広報・啓発、
支援を必要とする人々に対してサービス支援を行う。
〇校区福祉委員会設置数　7ヵ所
〇小地域ネットワーク活動のコーディネート等を担当する
コミュニティワーカー３名を配置。
〇活動内容：見守り、声掛け訪問、ガイドヘルプ、配食
サービス、その他小地域事業の目的を達成するために必
要な個別援助活動など。また、いきいきサロン・ふれあい
サービス・世代間交流・子育て支援・コミュニティカフェ等、
小地域事業の目的を達成するために必要なグループ援助
活動を実施。隣人同士が顔の見える関係づくりを構築し、
地域で安心して暮らせるまちづくりを目指す。
〇その他参考事項
社会福祉協議会への補助事業

活動実施地区割合：市域の100％(7小
学校区で実施)

高石市孤立ゼロプロジェクト事業（令和３年
度見守り強化年度）によるアウトリーチ支援
事業に参画し、積極的な訪問を行い、コロナ
禍における生活課題の発掘に努めるととも
に、コミュニティカフェにも、参加し、孤立予
備軍等の見守り支援やフレイル解消支援な
ど、生活支援コーディネーターとともに働き
かけを行う。

6,000,000

保健福祉部　社会
福祉課

（理由）
地域包括支援センターや基幹相談支援センター、生活困窮者
自立支援制度の相談支援員等と密な連携により、要援護者の
支援介入から同居人の引きこもり息子等への支援など、法人
内や関係機関との役割分担を調整しながら、住み慣れた地域
で在宅生活が継続出来るよう、努めた。
また、新型コロナ貸付に伴い、生活困窮者自立支援センター
職員と連携し、暮らしサポートへの相談や伴走型支援などを
取組み、社会的孤立防止に努める。

藤井寺市 市民公益活動啓発冊子

本市では「協働のまちづくり」基本指針に基づき、多様な主
体によるまちづくりの実現に向けて、地域における福祉活
動をはじめとする市民公益活動団体の活性化に取り組ん
でいる。本事業では、市民公益活動団体の活動内容や魅
力を紹介することで、団体情報の発信と市民に公益活動
への参加を促すとともに、本市における市民公益活動の
一層の活性化を図る。また、協働のまちづくりの取組事例
も掲載することで、市民協働の推進とまちづくりへの参加
意欲の向上を図る。
発行部数：3,000部

冊子を発行することで、市民公益活動
に参加するきっかけづくりを行う。
幅広い年代の市民の市民公益活動へ
の参加を促進し、市民公益活動をより
活性化することにより、本市の「協働の
まちづくり」の実現を目標とする。

発行時期を早め、年度内の配布数を増や
す。
多様な世代の市民公益活動への参加を促
進するために、引き続き掲載内容の改良・
充実を行う。

129,052

https://www.cit
y.fujiidera.lg.jp/s
oshiki/shiminsei
katsu/kyoudouji
nken/kyoudou/k
yodo/12594.htm
l

市民生活部　協働
人権課

（理由）
4,000部発行することはできたが、発行時期が遅く令和3年度
中に配布することができなかった。

高石市 福祉バス運行事業

"高齢化が進む中で地域で外出・移動の支援を必要とする
人は年々増加傾向にあり、高齢者等が安全で円滑に移動
できるよう、移動手段を確保する必要があります。
本市におきましては、従前より市内老人福祉センターをは
じめ市内公共施設を利用される60歳以上の高齢者等を対
象に、市役所を起点・終点として福祉バスを運行しており、
平成12年度からは、本事業を業務委託し実施しておりま
す。また、平成19年度よりふれあいゾーンを起点・終点とし
た福祉バスを増便し、平成29年8月からは3台体制にて運
行いたしております。運行場所は、高石市内一円となりま
す。本事業により高齢者等の移動手段を確保することで、
地域福祉及び高齢者福祉の向上に資することを目的とし
ております。"											

福祉バスの乗客数60,000人を基準とし、
当該年度の乗客数で達成率をみる。

"福祉バスの乗客数60,000人を基準とし、当
該年度の乗客数で達成率をみる。
コロナの影響で令和２年度数値は低かった
が、感染対策の実施、ワクチン接種が進ん
だことから、令和３年度は目標数値に近づ
いた。今後も。感染対策、市民への広報・周
知徹底を行い、乗客数の増加を目指す。"											

27,089,100

保健福祉部　社会
福祉課

（理由）
社会全体として、コロナウイルス感染症対策を実施し、ワクチ
ン接種率も向上したことにより、乗客数が増加した。
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆グループ援助活動開催件数：71回（目標:50回）、
延べ参加者数：791人(目標:1,000人)、個別援助対
象者数：6,917人(目標:6,000人)、延べ訪問回数
24,791回(目標24,200回)

◎

◆ケース会議件数：25件（目標：30件）、相談件数：
1,438件（目標：800件）

◎

◆研修会開催回数：0回　※新型コロナウイルス感
染症拡大により、中止(目標:研修会を1回実施予
定)

△

◆災害ボランティア養成講座2021（16名）、三市合
同災害ボランティア養成講座（藤井寺市から12名）
(目標:柏原市、羽曳野市、藤井寺市の3市で実施予
定の「三市合同災害ボランティア養成講座」)

◎

藤井寺市 小地域ネットワーク事業

地域におけるボランティア活動等の住民の福祉活動への
支援及び地域住民が相互に協力し、要援護者に対して支
援を行うためのネットワークづくりなど、地域の創意工夫に
よって多様な福祉ニーズに対して、きめ細やかな支援を行
う住民参加による地域づくりを目的とする。
・小学校区福祉委員会　　7箇所
・活動内容　　　　　　　個別援助活動（独居高齢者・高齢者
夫婦世帯への個別訪問・見守り・声かけ等）
　　　　　　　　　　　　グループ援助活動（独居高齢者・高齢
者夫婦世帯を招いてのサロン等）
・市福祉委員連絡協議会への支援及び福祉委員対象研
修会の開催・運営支援。
・市社会福祉協議会への補助事業。コミュニティワーカー
設置数：４名。

・活動実施地区割合：市町村域の100％
（45地区中45地区全てで実施）
○ひとり暮らし高齢者の孤独感を防ぎ、
地域の身近な相談相手として支える。
○地域における福祉活動の組織化が推
進される。
○活動を通し、人材の発掘と養成の場
として、地域活動者を拡大する。

コロナ禍が長期化していることで、グループ
援助活動を行いづらいのが課題となってい
る。地区会館に対象者がお弁当等の配布物
品を取りに来て、持ち帰ってもらうような新た
な形のグループ援助活動を地区で少しずつ
取り入れてもらい、対象者が自宅から出る
機会を増やしていければと考えている。ま
た、福祉委員の一斉改選が行われ、令和4
年度は新任の方が多く就任しているので、
新任向けの研修会を実施し、新任の福祉委
員が活動しやすいよう支援を積極的に行っ
ていきたい。

11,509,020

健康福祉部　高齢
介護課

（理由）
年間を通して新型コロナウイルス感染症が蔓延している中で
の活動になったが、そのような中でも地域の繋がりを絶やさぬ
ように、福祉委員が工夫を凝らしながら各地区で見守り訪問
やグループ援助活動を行うことで、「見守り」の新たな形を構築
することができた。

藤井寺市
コミュニティーソーシャ
ルワーカー配置事業

制度の狭間や複数の福祉問題を抱え、縦割りの福祉制度
では対応困難な事案、既存の福祉サービスにおいても、
対応困難な事案の解決に取り組むコミュニティソーシャル
ワーカー（CSW)を藤井寺市社会福祉協議会に配置し、地
域における見守り、発見、つなぎ機能の強化を図る。
○コミュニティソーシャルワーカーの配置人数　   2名
○コミュニティソーシャルワーカーの役割、業務内容　   相
談業務・支援機関へのつなぎ・ケース会議の開催等

各種支援機関との連携を強化し、制度
の狭間や複数の福祉問題を抱える方の
支援に取り組んでいく。

困窮や引きこもりの相談において、長期で
関わるケースもあるため、CSWが孤立せ
ず、他機関と連携した関わりを模索したい。

7,493,563

健康福祉部高齢介
護課

（理由）
感染症対策をしながら、ケース会議の実施ができている。
困窮の相談は改善まで長く見守るケースへの対応も行った。

藤井寺市 孤立死予防事業

孤立死に関する対応のため、民生委員児童委員等地域住
民から寄せられる相談に対し、福祉総務課が庁内の対象
者情報を集約の後、社会福祉協議会に提供可能な範囲で
提供し、現地へ急行させ、場合によっては、警察立会いの
下、解錠を行う。中長期的には、小地域ネットワーク活動も
含め、地域福祉活動の担い手が連携して、住民ひとりひと
りが地域から孤立することを防ぎ、予防のためのしくみづく
りを進めるため、福祉委員等を対象とした研修会を行う。
また協力者拡大に向けて、民間事業所も含めたネットワー
クづくりをすすめ、孤立死の防止に努める。
　令和2年度も、地域福祉の担い手である区長、民生委員
児童委員、福祉委員等を対象に、新しい生活様式におけ
る見守り等をテーマとした研修会を開催し、地域内の見守
りの強化と孤立死防止に向けた多職種の連携強化を行
う。

地域の区長、民生委員、福祉委員の方
などの地域福祉の担い手の方や施設職
員等、様々な職種を対象に研修会を実
施することで、地域の方との連携をさら
に強化し、孤立死防止に努める。

2年間中止が続いているが、来年度は参加
者の人数を限定するなどのコロナの対策を
施した上で、地域福祉活動の担い手を対象
とした研修会を開催したいと考えている。ま
た、見守りの担い手を市民だけではなく、郵
便局などの民間企業とも協定を結ぶことで、
見守りのネットワークを拡大していきたい。

1,049,992

健康福祉部福祉総
務課

（理由）
昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大により、研
修会を開催することができなかった。ただ、孤立死防止のため
に、区長、民生委員、福祉委員等、地域福祉活動の担い手の
方とは日頃から会議などの機会を通じて、情報交換により連
携を行い、また孤立死の疑いがあった場合には、そのネット
ワークを活用し、迅速に対応することができた。

藤井寺市
災害ボランティア養成事
業

災害に対する備えとして、発災時に冷静な判断と的確な行
動ができるよう災害ボランティアの養成を図る。令和2年度
は、新型コロナの影響で、市民向けの研修等を中止・延期
を余儀なくされているが、災害ボランティアコーディネー
ター会の中で、災害シュミレーションの練習を行い、年度末
に予定している柏原市、羽曳野市、藤井寺市の3市で実施
予定の「三市合同災害ボランティア養成講座」での三市に
よる災害シミレーションに備えたい。

コロナ禍を意識した災害ボランティアセ
ンターのシュミレーションを行う。
三市社協合同による発災時に備えた連
携の強化。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
り、活動が止まっていた災害ボランティア
コーディネーター会で、新たに自主活動グ
ループ（「備品管理」「ニーズ把握」「提供
サービス」「移動手段」）ができ、再始動し
た。地域の防災活動や三市交流会にも参加
し、日頃の結びつきを深めていきたい。

921,927

健康福祉部福祉総
務課

（理由）
昨年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、事業
が実施できなかったが、令和3年度は感染対策を行いながら、
開催することができた。また、コロナ禍の災害ボランティア対応
についても学ぶことができた。
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆開催回数：１回(２回)

○

◆相談件数：延べ950件(目標:400件)、研修受講
者：３人 受講回数　１５回(目標:全員が1回以上)

△

◆実施回数53回（月平均4.4回訪問）記録票作成
(目標:実施回数　年52回月4～5回訪問 記録票作
成)

△

◆グループ援助活動開催件数120回（目標：480
回）、参加者数6,471人（目標：15,000人）

△

◆実相談件数：489件(目標:200件)大阪府社協主催
研修の受講：全員が１回以上(目標:全員が１回以
上)

◎

藤井寺市 地域福祉懇談会

地域における様々な生活課題を共通理解とし、それぞれ
の意見を交わし共有するとともに、住民同士がつながり、
地域の課題に自主的に取り組めるようなきっかけ作りを目
的とする。
講師を招き、テーマに沿った講演をしていただいた上で、
各グループに分かれ、課題に対してKJ法等でアプローチし
ていく。

参加者向けアンケートを実施し、研修に
対する「満足した」、「概ね満足した」の
割合を８割以上を目指す。

今後も地域における様々な生活課題を共通
理解とし、それぞれの意見を交わし共有す
るとともに、住民同士がつながり、地域の課
題に自主的に取り組めるようなきっかけ作り
を目指す。

30,000

健康福祉部福祉総
務課

（理由）
新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、ワークショップ
形式での実施はできなかったが、令和3年度は感染対策を行
いながら、地域福祉に関する研修を開催することができた。

泉南市
泉南市コミュニティソー
シャルワーカー配置促
進事業

高齢化や核家族化が進む中で地域で支援を必要とする人
は年々増加傾向にあり、こうした要援護者を早期発見し、
必要な支援を提供する必要がある。H28年度、コミュニティ
ソーシャルワーカー（CSW）を配置し、要援護者に対する見
守り・発見、相談から適切なサービスへの「つなぎ」の体制
づくりを通じて、高齢者、障がい者、ひとり親世帯などの援
護を要する者やその家族等への支援を行い、地域の要援
護者等の福祉の向上と地域福祉のセーフティネットの構築
を図る。
・実施体制：CSW配置人数　4名・配置場所　高齢福祉関係
施設1名 地域包括支援センター2名 医療施設1名

核家族化の進行や少子高齢化等、社会
構造の変化や経済不況などの要因によ
り、要援護世帯、要支援者を早期に発
見し、実情に応じた適切な支援を実施し
てきた。今後も継続して、CSWを中心と
した相談協力員による地域の体制作り
が重要である。

核家族化の進行や少子高齢化等、社会構
造の変化や経済不況などの要因により、要
援護世帯、要援護者を早期に発見し、実状
に応じた適切な支援を実施してきた。今後も
継続して、ＣＳＷを中心とした協力相談員に
よる地域の体制づくりが重要である。

12,115,000

福祉保険部長寿社
会推進課

（理由）
相談件数については目標数値に達し、ほぼ前年度と同じ数値
となり、ＣＳＷによる各圏域ごとの地区ケア会議（各地区月１回
開催）により、相談案件や地域の要援護者の福祉課題の解決
に寄与することができた。地域活動は新型コロナウィルスの影
響もあったが、延べ８２２回の参加と昨年を上回った。また、研
修については、コロナ対策としてズームによる研修を利用し
た。

泉南市
泉南市高齢者等安心生
活支援事業

安否確認を必要とする高齢者等に、乳酸菌飲料を週1回
配布し、配達員が健康増進及び啓発チラシ等を持って伺
い一声かけて安否確認を行うとともに、自らの健康管理に
も意識を向けられるよう啓発を図る。また、対象者に異常
等が見受けられた場合においては、地域の見守りネット
ワークと連携を密にとり対象者の救助・救済にあたる。

この見守り活動により安否確認と自らの
健康維持に努める意識向上を図るため
の介護予防啓発により対象がより自立
した生活が続けられる

この見守り活動により安否確認と、自らの健
康維持に努める意識向上を図るための介護
予防啓発により対象がより自立した生活が
続けられる。
また、令和3年度においては訪問した際に異
常を感じた結果、孤独死の発見に至る場合
もあり、事業継続の必要性が認識できた。

58,520

https://www.cit
y.sennan.lg.jp/ka
kuka/fukushihok
en/chojushakais
uishin/koureifuk
ushi/koureifukus
hi/14550135609
61.html

福祉保険部長寿社
会推進課

（理由）
施設入所、入院等により利用者の減はみられるものの、月4～
6回訪問は達成できた。

泉南市
小地域ネットワーク推進
事業

概ね小学校区単位で、地域の高齢者、障害者（児）及び子
育て中の親子などの要援護者を対象とした地域住民によ
る支え合い助け合い活動を実施する。
　・実施体制：社会福祉協議会への補助。コミュニティワー
カーを3名配置。
　・実施地区数　9か所（※1か所は2校区を1地区として活
動。）
　・活動内容　個別援助活動（見守り・声かけ訪問活動）
　　　　　　　グループ援助活動（いきいきサロン、世代間交
流、子育て支援事業）

活動実施地区割合：市域の90％（10校
区中9校区で実施）

活動実施地区割合は市域の100％（10校区
中10校区で実施）
※10校区中、2校区を1地区として活動して
いる地区があるため、実施地区としては、9
か所）
グループ援助活動が地域の中で浸透してい
るが、新たなメニューの開発、担い手の発掘
などが課題となってきている。

13,012,988

福祉保険部長寿社
会推進課

（理由）
新型コロナウィルスの影響により、1地区が年度当初から活動
が難しい状況となり、また人が集まる機会の確保が難しい中、
可能な限り必要な見守り活動等を積極的に行い、地域の福祉
に寄与することができた。

四條畷市
四條畷市コミュニティ
ソーシャルワーカー配
置事業

○制度の狭間や複数の福祉問題を抱えるなど、既存の福
祉サービスだけでは対応困難な事案の解決に取組むコ
ミュニティソーシャルワーカー（CSW)を市内３箇所に配置
し、地域における見守り・発見・つなぎ機能の強化を図る。
○四條畷市社会福祉協議会に委託し、CSWを３名配置
（市役所福祉政策課1名・市民活動センター社会福祉協議
会内1名・グリーンホール田原内1名）
○CSWの業務内容①地域福祉の計画推進への支援に関
すること。②地域活動のコーディネート、企画及び普及に
関すること。③セーフティネットの体制づくりに関すること。
④要援護者等に対する見守り・相談に関すること。⑤市へ
の情報提供　⑥人権尊重⑦自己研鑽

問題解決率：総相談件数の95％ ○既存の福祉制度では対応困難な事案に
対し、CSWが介入し、要援護者とともに考え
ることで要援護者の孤立を防ぐことができ
る。また、必要に応じて行政関係各課、地区
福祉委員及び民生委員等、要援護者を取り
巻く支援者でケース会議を開き、要援護者
の課題に対してのチームで解決策を見出す
ことも期待される。
○CSWは、地域での活動の中で日常生活
圏域、サービス圏域、市町村圏域のネット
ワークの形成を目指し、地域での見守りや
地域のつながりの強化を図り、第3期地域福
祉計画の基本理念である「みんなの力で地
域からつくる、暖かみのあるまち」の具体化
に向けて取り組む。

12,165,000

健康福祉部福祉政
策課

（理由）
目標と実績数値とに大きな開きがあるが、決して事業内容や
その実績に変化があった訳ではなく、特定のＣＳＷによるカウ
ント方法に違いがあったことが原因と思われる。
今後は、カウント方法を一定化するとともに、民生委員や地域
包括支援センター等とさらなる連携を図り、ＣＳＷ活動の周知
に努めていきたい。
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆市内地区福祉委員会19地区で実施(目標:市内
地区福祉委員会19地区で実施)

○

◆①グループ援助活動開催件数（延べ数）
開催回数　480回(目標:400回)、参加者数　7,052人
(目標:4,000人)、協力員数　2,607人(目標:1,000人)
②個別援助対象者数　5,000人（延べ数）(目
標:3,000人)
③後方支援活動開催件数（会議・研修会・交流会
等）
開催回数　16回(目標:6回)、参加者数　232人（延べ
数）(目標:150人)
④アクションプラン見直し（10校区12地区）(目標:10
校区12地区)
※数値はすべて延べ数

◎

四條畷市
四條畷市小地域ネット
ワーク活動推進事業

○地域の高齢者、障がい（児）者、及び子育て中の親子等
自立生活を行う上において支援を必要とする人々が安心
して生活できるよう、地域住民の参加と協力による支え合
い、助け合い活動を地区単位とする地域で推進することを
目的とした地区福祉委員会が行う個別援助活動、グルー
プ援助活動及び地区福祉委員会活動。○地区福祉委員
会１９箇所で実施○活動内容：①個別援助活動（ネット対
象者に対する、概ね週２回以上の見守り、安否確認、声か
け訪問活動等）②グループ援助活動（月２回程度のふれあ
い会食会、いきいきサロン、世代間交流活動、子育て支援
活動、地域リハビリ活動等）○コミュニティワーカー３名配
置し、小地域ネットワーク活動に対する支援を行う○市社
会福祉協議会への補助事業として実施。

活動実施地区割合：22地区中19地区
（約86％）

小地域ネットワーク活動を未実施の地区が
３地区存在し、地区単位でのコミュニティが
重要視されている今般においては、早期に
全地区が実施できるように促進する必要が
ある。このネットワークを中心に、民生委員
児童委員、CSW、地域のボランティア、自治
会及び地区福祉委員等が参加し、地域の課
題を共有する地域支援体制づくりをより強化
することを目指す。 16,016,000

健康福祉部政策課

（理由）
約86.4%の実施率。未実施の3地区については、古き町並みが
残る地域であり、普段からの付き合いも深いこともあり、あまり
必要性を感じていない様である。

交野市
小地域ネットワーク活動
推進事業

＜目的・内容＞
　交野市で暮らすすべての人が安心して生活できるよう、
地域住民の参加と協力による支え合い・助け合いを目的と
して、小学校区を単位とした校区福祉委員会を中心に小
地域ネットワーク活動推進事業を展開するもの。
＜令和３年度 重点的な取り組み＞
①ふだんの暮らしを地域で支え合うしくみづくり
②地域のつながりをつくる
③地域福祉の担い手をつくる
④福祉のこころを育む
⑤地域福祉活動を広く市民に周知する
⑥地域福祉活動の指標となっているアクションプラン（行動
計画）の見直し
＜校区福祉委員会設置数＞
10小学校区（12か所）
＜活動内容＞
・個別援助活動（見守り・声かけ活動、友愛訪問活動、
ちょっとしたお困りごとの支援など）
・グループ援助活動（いきいきサロン、子育てサロン、喫茶
サロン、映画鑑賞会、健康体操、世代間交流活動、
　一人暮らし高齢者懇談会、共生型サロン、ピンポンサロ
ン、認知症サロン、子どもの居場所づくりなど）
・委員会活動（総会・役員会、各種研修会、広報紙発行、
連絡調整等）
＜その他＞
コミュニティワーカー３名配置

委員会活動
広報紙発行90％（9校区）
ホームページ開設30％(10校区中3校
区)
総会・役員会100％（10校区）
アクションプラン（10校区12地区）

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化
することを見越した目標設定であったが、多
くの方のご協力により達成することができ
た。
①については、新型コロナウイルス感染症
の影響により中止を余儀なくされる時期も長
く続いたが、感染が落ち着いていた時期に
は当会作成のガイドラインに則り、感染予防
に十分配慮を行ったうえでサロン等を開催
することができた。
②新型コロナウイルス感染症の影響により
サロンが開催できない時期には、令和2年度
に当会が提案し、市域で実施した見守り・安
否確認事業「友愛コミュニケーション事業」を
継承する形で見守り・安否確認が実施され
た。
③既存の研修会に加えて、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により高齢者の孤立が
予想されたことから、ICT活用支援事業とし
てスマートフォンの使用に関する講座を小学
校区単位で実施した。
④校区福祉委員会の活動計画となるアク
ションプランの作成を行うにあたり、コーディ
ネートを行った。

23,710,425
http://katano-
shakyo.com/

福祉部福祉総務課

（理由）
活動実施校区割合：市域の100%（10校区中10校区）
※新型コロナウイルス感染症の影響により中止時期あり
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
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標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆【個別ケース】相談実人数：62人(目標:70人)、相
談対象者別延べ件数：1,349件(1,650件)、相談内容
別延べ件数：2,879件(目標:3,200件)
【研修参加】大阪府社協主催研修受講：1人(目標:1
人)、2回
大阪府こころの健康総合センター：1人、1回
【研修会】開催回数：１回、参加人数：33人

○

◆延べ相談件数：　4,190件
（目標：３，５００件）

◎

◆個別援助対象者数：942人（目標：1,010回）、グ
ループ援助活動開催件数：668回（目標：730回）

△

交野市
コミュニティソーシャル
ワーカー配置促進事業

【なんでも相談業務の充実】地域のセーフティネット体制の
一環として、地域の方々の身近な相談窓口を開設し、高齢
者福祉・障がい者福祉・児童福祉等の対象者や分野を問
わない相談で制度の狭間や複合多問題などの「どこに相
談していいのか分からない相談」に対応する総合相談（ワ
ンストップ相談）を行う。情報提供・つなぎから手続き同行
等の直接支援まで個別支援として行う。
【ひきこもりについての正しい理解にむけて、周知・啓発】
ひきこもり支援は社会全体の課題であると位置付け、総合
的な支援を行うために社協内各事業との連携をしていく。
さらに事業間だけではなく各関係機関との従来から構築し
ていたネットワークを活用し、CSWが中心的な役割を担い
支援力を高めていく。
【福祉の困りごとを支えあう仕組みづくりの取り組みへの参
画】地域の中での個別の福祉課題の吸い上げを地域住民
や関係機関と顔の見える関係づくりをしながら誰もが孤立
しない地域づくりを目指す。
・ＣＳＷの配置人数及び配置場所内訳
　配置人数1名(社会福祉協議会1名)
・CSWの役割、業務内容
　問題の早期発見や社会資源開発、社会福祉法人・施設
等による地域貢献活動の協働、出前講座、ひきこもり研
修、
　ＳＳＷとの関係構築、事例の集約による施策提言
・その他参考事項
　市社会福祉協議会への委託事業

問題解決：つなぎ連携件数：50件、申請
支援件数20件

【個別ケース】
コロナ禍の中、相談件数増と支援継続のた
めにCSW事業の周知啓発にさらに力を入れ
ていく必要がある。今後も横の繋がりの強化
や、出前講座やＳＮＳ等での情報発信を活
用していく。不登校、ひきこもりに加え外国
人の相談対応を行っており、これらの多問
題ケースは明確なつなぎ先や資源が少ない
ことから、1事例1事例の支援の対応時間が
長時間に亘り、相談内容の多様化から、長
期的な支援と他機関との連携が必要不可欠
である。関係機関との連携を深めて、高齢
者福祉・障がい者福祉・児童福祉等の対象
者や分野を問わない相談で制度の狭間や
複合多問題など対応する総合相談（ワンス
トップ対応）を強化し関係機関と支援方針の
検討をしていくこととする。
【会議・研修会】
コロナ禍により、施設CSWとの連携に影響
が出ている。CSW合同会議の欠席や個別
ケースの支援では連携が取れない状況に
加え、連携や協力体制も元々差があるた
め、連携の向上を図る必要がある。ＣＳＷ合
同会議やケース検討会議を実施し、会議の
中で活動共有の場、事例検討の場、勉強会
を通じ、地域の専門職の支援力の向上と、
新たな地域資源の開発や既存の資源の再
発掘、ネットワークの構築など法人や組織を
越えた繋がりの強化を行う。ひきこもり研修
会では、個別相談や地域からあげられる課
題やニーズから研修内容も検討し、市民に
対して社会問題化している「ひきこもり」の問
題や課題について理解を深め、関係機関と
の支援の連携強化とともに、より身近な地域
で“ひきこもりに悩む本人や家族”を早期に
発見し適切な支援につなげていく。

5,534,885
http://katano-
shakyo.com/

福祉部福祉総務課

（理由）
【個別ケース】コロナ禍の影響により、継続ケースに比べ新規
相談が少なく、相談実人数も微減となった。来所や訪問の機
会も減り、各延べ件数も減となっている。
【研修会】8050問題や7040問題に近い年齢の当事者を講師と
して招きひきこもりからの回復支援についての講義内容の研
修を市民、専門職向けに実施。コロナ感染症対策のため参加
人数は33名であったが、研修後に市民からの相談が複数あ
り、研修効果があったといえる。

大阪狭山市
コミュニティソーシャル
ワーカー（ＣＳＷ）設置
事業

制度の狭間や複数の福祉課題を抱えるなど、既存の福祉
サービスだけでは対応困難な事案の解決に取り組むＣＳ
Ｗを中学校区単位で配置し、地域における見守り・発見・
つなぎ機能の強化を図る。
・ＣＳＷの配置人数　３名（社会福祉協議会２名、その他
（障がい者施設）１名）
①要援護者に対する個別支援
②市民や地域福祉関係団体・機関・行政のネットワークに
よるセーフティネット体制づくり
③地域福祉計画への支援や地域住民活動のコーディネー
ト等

相談者のうち、既存の公的機関等に繋
ぐことができた人数
総相談人数の10％

地域における見守り・発見・つなぎ機能の強
化を図ることができた。今後も継続して取り
組みを推進していく必要がある。

14,972,853

健康福祉部福祉グ
ループ

（理由）
新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言などにより活
動がしづらいこともあった一方で、相談件数が増えた。地域で
の課題発見や専門機関へのつなぎ機能の強化など、相談部
門としての認知数が増えてきたものと考えられるため、事業内
容としては達成できたと考える。

大阪狭山市
小地域ネットワーク活動
推進事業

地域の高齢者、障がい者など自立生活を行ううえでさまざ
まな支援を必要とする人が安心して暮らせるよう、地域住
民の参加と協力による支え合い、助け合いを概ね小学校
区の地域で推進することを目的に、地区福祉委員会を設
置
・支援する市社会福祉協議会に対して事業補助など行う。
（市社会福祉協議会への補助事業）
・地区福祉委員会設置数　　９箇所
・活動内容
①個別援助活動（見守り声かけ訪問活動、個別配食サー
ビス）
②グループ援助活動（会食サービス、いきいきサロン活
動）

地区福祉委員会９地区中、全地区で実
施

地域における見守り・発見・つなぎ機能の強
化を図ることができた。今後も継続して取り
組みを推進していく必要がある。

24,385,084

健康福祉部福祉グ
ループ

（理由）
新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言により会食を
避ける必要性もある中でグループ援助活動・個別支援活動と
もに、個別配食サービスなど接触が少ない方法を模索しなが
ら事業を行い、事業を実施した。グループ援助活動は密を避
けながらの活動という制約がありながらも活動を継続してきた
という点で評価している。
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆グループ援助活動開催件数：833件（目標：500
回）、のべ（実）参加者数：6,706人（目標：8,000人）、
個別援助対象者数：4,837人（目標：4,500人）

○

◆相談（のべ）件数：2,947件（目標：2,000件）、大阪
府社会福祉協議会等主催研修の受講：４人中４人
（目標：4人中2人が１回以上　）

◎

◆市民活動を後押しするための場づくりや講座回
数：11回（目標：７回）

◎

阪南市
小地域ネットワーク活動
推進事業

市地域福祉推進計画に基づき、公民協働による「市民み
んなの基本的人権を大切にする福祉のまちづくり」を推進
するため、市社会福祉協議会コミュニティワーカーによる
活動と、８小学校区（１２校区（地区）福祉委員会で実施）
小地域ネットワーク活動(個別援助・グループ援助活動等)
を支援し、身近な生活圏域における住民主体の活動を支
援する。
○校区（地区）福祉委員会（小地域ネットワーク活動の実
施組織）設置数
　１２箇所
○活動内容
　・個別援助活動（くらしの安心ダイヤル〈日常見守り支援〉
活動、独居高齢者誕生日訪問活動、友愛訪問活動等）
　・グループ援助活動（独居高齢者等食事会、健康・体操
教室〈介護予防活動〉、サロン活動、地域回想法、世代間
交流活動等）
○その他参考事項
　市社会福祉協議会への補助事業（市社会福祉協議会に
おいて、小地域ネットワーク活動のコーディネート等を担当
するコミュニティワーカーを３名配置）

活動実施地区割合：市町村域の100％
（12地区中12地区）

コロナ禍の中、食事会を配食活動に切り替
えたり、クリスマスの時季に子ども福祉委員
による手作りのクリスマスカードの配付、電
話での安否確認を行ったりと各校区（地区）
の実態に応じた方法で小地域ネットワーク
活動を推進してきたが、人が集まるグルー
プ援助活動については、高齢者が対象の活
動が多いこともあり、縮小や中止せざるを得
なかったのが実情である。
今後も新型コロナウイルス感染症の収束の
見通しがない中、引き続き、感染防止対策
に万全を期すとともに、コロナとうまく付き合
いながら“できること”を“できる方法”で小地
域ネットワーク活動の推進を行っていきた
い。

23,700,000

福祉部市民福祉課

（理由）
新型コロナウイルス感染症の流行拡大のため、介護予防活動
やサロン活動など参加人数制限等の措置をとったため、「のべ
参加者数」は目標を達成できなかった。しかしながら、コロナ禍
の中でも感染拡大防止対策を行った上でのサロン活動、個別
訪問や電話での安否確認など、工夫しながらできることに取り
組み、「グループ援助活動開催件数」、「個別援助対象者数」
は目標を達成した。

阪南市
コミュニティソーシャル
ワーカー配置促進事業

概ね４つの日常生活圏域における子育てから障がい者・
高齢者の総合相談窓口として、本市に２か所ある地域包
括支援センターへコミュニティソーシャルワーカーを２名ず
つ配置し、地域における見守り・発見・つなぎ機能などセー
フティネットを構築するとともに、地域力の強化を図る。
○コミュニティソーシャルワーカーの配置人数及び配置場
所別内訳
　４名（地域包括支援センター４名）
○コミュニティソーシャルワーカーの役割、業務内容
　くらしの安心ダイヤル事業（災害時要援護者登録制度）
の推進、高齢者・障がい者等福祉支援サービス、介護予
防・健康増進事業等の支援、地域拠点相談支援事業、ＣＳ
Ｗによるケア推進事業など
○重層的支援体制整備事業との連携
　基幹的な役割を担うコミュニティソーシャルワーカーを地
域包括支援センターへ複数配置することで、受託事業者
内での多職種連携や人材育成などが進み、コミュニティソ
―シャルワーカーの機能強化が図られるとともに、重層的
支援体制整備事業の３つの支援「相談支援」「参加支援」
「地域づくりに向けた支援」の展開の推進が見込まれる。
○その他参考事項
　地域包括支援センター事業等との一体的委託事業（Ｒ３
～Ｒ８年度までの５か年契約）
　地域包括支援センター受託事業者（社会医療法人・市社
会福祉協議会）

問題解決率：総相談件数の50％ 令和３年度より、本市に２か所ある地域包括
支援センターにコミュニテイソーシャルワー
カーを各２名配置することにより、地域福祉
ネットワーク自活動を推進し、重層的支援体
制整備の準備を行ってきた。
また、スクールソーシャルワーカーとの交流
会をはじめ、多様な分野での意見交換や支
援を行った。
コロナ禍で、対面での活動が制限される中、
感染防止対策に万全を期しつつ多機関と連
携を進め、コロナとうまく付き合いながら“で
きること”を“できる方法”でコミュニテイソー
シャルワーカーの活動を推進するとともに、
研修の受講等により、コミュニテイソーシャ
ルワーカーのさらなる支援力を高める。

17,280,000

https://www.cit
y.hannan.lg.jp/ka
kuka/fukushi/sh
imin_f/tiikifukusi
/133300423652
5.html

福祉部市民福祉課

（理由）
新型コロナウイルス感染症の流行拡大により、対面による活
動が難しい中、感染防止対策を十分にとり、積極的に相談業
務等を行い、目標を達成した。サロン・カフェの活動がスムー
ズに再開できるよう、感染症対策に係る講座を校区（地区）福
祉委員会単位で開催するなど、コロナ禍の中でもできる活動
を進めた。
研修については、オンラインを活用し、全員が揃って参加し情
報を共有し、その後それを活用した自主的な研修も行った。

阪南市 市民活動支援事業

市民活動センターにおいて、社会活動、市民活動に参加し
たいと思っている方に市民活動に関わる環境を作り、出会
いの機会の提供や市民活動の基礎知識を学ぶ機会を提
供することにより、「協働によるまちづくりの担い手」を増や
し阪南市自治基本条例及び阪南市総合計画に求められて
いる「協働のまちづくり」を効率的に推進することを目的と
する。
　市民協働事業提案制度において、市民活動センターが
中心となり、協働事業を行いたいと思っている団体や個人
の相談やマッチング、採択後のフォローを行う。
　また、自由な発想で地域課題の解決や活性化のアイデ
アをコンペ形式で提案するはんなん共創事業プランコンペ
を実施し、提案のあったアイデアの伴走支援を行う。

市民活動センター利用者数：２，５００人
（コロナ禍の影響も含め）

今後も、次世代の担い手づくりのための取
組を行うとともに、地域の高齢者のデジタル
支援を進めていく。また、引き続き、機関誌
の発行の他、ＳＮＳなど様々な媒体を活用
し、分かりやすい情報発信に努めていく。

3,286,000

https://www.cit
y.hannan.lg.jp/ka
kuka/mirai/seis
aku/sankaku/ne
ws/1365467395
995.html

総務部地域まちづく
り支援課

（理由）
目標数値を達成しているとともに、講座以外にも毎月井戸端
会議を実施している。
また、中高生向けの取組も取り入れ次世代の担い手育成に取
り組んだ。
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆グループ援助活動(子育てサロン、いきいきサロ
ン等）参加者数：（延べ）614人（その他YouTube配
信有）（目標：450人）、個別援助対象者数：（延べ）
13,311人（目標：11,700人）

○

◆相談件数：（延べ）511件（目標：550件） △

◆延べ相談件数　449件
（目標：150件）

◎

◆グループ援助活動延べ参加者数 11,186人
（目標：10,000人）

◎

島本町
小地域ネットワーク活動
推進事業

　小学校区を単位とした小地域ネットワークにおいて、いき
いきサロン・子育てサロン・配食サービス・世代間交流事
業・レクリエーション事業などの各事業を展開し、地域住民
の交流・見守り・支え合いの充実を図る。
①活動の担い手の確保及び連携、②要援護者の把握、③
活動の周知、④個別援助活動(配食サービス）、⑤グルー
プ援助活動（いきいきサロン・世代間交流事業・レクリエー
ション事業）
○福祉委員会設置数　　4箇所
○その他参考事項　　　島本町社会福祉協議会への補助
事業

課題解決率（参加者から聞き取った課
題を解決に導いた率）：１００％

新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮
しつつ、昨年度よりも各地区で活動できるよ
うになった。

6,275,138

健康福祉部福祉推
進課

（理由）
概ね、目標数値を上回ったため。

島本町
島本町コミュニティソー
シャルワーカー配置事
業

　制度の枠にしばられずに公的なサービスや地域住民を
まきこんだ支援を行うことのできるコミュニティソーシャル
ワーカーを配置し、地域における見守り発見・つなぎ機能
の強化を図る。（社会福祉協議会に委託）
○コミュニティソーシャルワーカー配置人数　　4人（兼務含
む）

課題解決率（相談のうち、援助を求めて
いたケースについて専門機関へのつな
ぎや支援方針を示すことができた率）：１
００％

新型コロナウイルス感染症対策を踏まえつ
つ、戸別訪問などの実施により、事業を実
施していく。

7,118,806

健康福祉部福祉推
進課

（理由）
目標件数をやや下回ったため。

豊能町
コミュニティソーシャル
ワーカー配置促進事業

制度の挟間や複数の福祉問題を抱えるなど、既存の福祉
サービスだけでは対応困難事案の解決に取り組むコミュニ
ティソーシャルワーカー（CSW）を配置し、地域における見
守り、発見、つなぎ機能の強化を図る。
○配置人数　１名　○校区数　２中学校区
○配置場所　豊能町社会福祉協議会
○役割・業務内容　町地域福祉計画の支援、住民活動の
育成・支援、相談事業、各種サービスの申請支援等
○その他　町社会福祉協議会に委託して実施

相談件数のうち、専門機関につないだ
り、解決又は支援方針を示すことができ
た件数：相談件数85%

相談件数のうち、専門機関につないだり、解
決又は支援方針を示すことができた件数：
（指標）総相談件数の85％　（成果）総相談
件数の65％
関係機関との連携をさらに密にし相談体制
の拡充を図る必要がある。民生委員や関係
機関はもとより、地域全体で日常的に高齢
者等の見守りを行える体制を強化し、さらに
きめ細やかなネットワークの構築を行ってい
く。また、社会福祉施設と地域とのつながり
を一層深めるため、地区福祉委員会等と協
働し事業の充実を図っていく。

5,800,000

保健福祉部福祉課

（理由）
当初の目標を達成した。

豊能町
小地域ネットワーク活動
推進事業

地域の要支援者が安心して生活できるよう、地域住民の
参加と協力による支えあい、助け合い活動を小地域単位
で推進する。
○地区福祉委員会設置数　６箇所
○活動内容
・個別援助活動（個別台帳の整備、見守り、声かけ、社協
や地域包括センターとの連携、ガイドヘルプ、家事援助等）
・グループ援助活動（公的制度等へのつなぎ、ふれあい会
食、いきいきサロン活動、世代間交流・子育て支援活動
等）
○その他　町社会福祉協議会への補助事業。小地域ネッ
トワーク活動を支えるＣＷを２名配置。

小地域ネットワーク活動の実施割合：町
域の100%
グループ援助活動の実施地区割合：
100%（6地区中6地区）

小地域ネットワーク活動の実施割合：（指
標）町域の100%　（成果）100％
グループ援助活動の実施地区割合：（指標）
100%（6地区中6地区）　（成果）100％（6地区
中6地区）
地区福祉委員会の会議は継続してコミュニ
ティワーカーが出席し調整を行う。地区福祉
委員会代表者・民協・行政・社協による会議
を継続実施し、地区別懇談会で意見を聞
き、地域の実情に沿いながら事業を実施す
る。いきいきサロン、ふれあい食事サービ
ス、世代間交流事業、子育てサロンは継続
し地域住民と高齢者や障がい者等の交流
の場を提供する。近年、少子化に伴い町全
域で行う子育てサロンも実施し、地域を超え
た交流が図られている。地域福祉活動やボ
ランティア活動へ多くの住民に関わってもら
えるよう、また理解を得られるよう地区別の
広報活動を充実させ、地域福祉活動に対す
るさらなる意識の向上を図っていく。

13,502,000

保健福祉部福祉課

（理由）
当初の目標を達成した。
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆延べ相談件数　1,523件
（目標：500件）

◎

◆個別相談件数延べ142件（目標：200件以上）
△

◆地区福祉委員会活動参加者数(延）3,975人
（目標：4,000人）

△

◆グループ援助活動参加者807人(目標:7,500人)・
開催回数188回（目標：420回）・個別援助活動対象
者1,107名（目標：330名）

△

豊能町
専門職による福祉相談
事業

福祉全般に対する相談において、これまでは専門のケー
スワーカーを配置していない状態で対応していたが、当事
業により新たに専門のケースワーカーを配置して福祉相
談支援室を開設し相談業務を行っている。
○配置人数　１名
○雇用状況　週４日程度

相談件数のうち関係機関との連携を図
る割合：20%
継続支援が必要なケースの再訪率：
95％

相談件数のうち関係機関との連携を図る割
合：　（指標）20%　（成果）53％
継続支援が必要なケースの再訪率：（指標）
95％　（成果）97％
生活困窮者自立支援事業担当者との連携
が図られた。成果指標の継続ケース概ね達
成。 5,159,130

保健福祉部福祉課

（理由）
当初の目標を達成した。

能勢町
能勢町コミュニティソー
シャルワーカー配置事
業

　地域における高齢者、障害者、ひとり親家庭等社会的援
護を要する者及びその家族・親族等が、住み慣れた地域
で孤立することなく、安心して暮らすことがきるよう、要援護
者の早期発見から支援につながるセーフネットの構築を図
るため、コミュニティソーシャルワーカーを配置することによ
り、地域の要援護者の自立生活の支援と福祉の向上に資
する。
〇実施体制　ＣＳＷ　社会福祉協議会3名、社会福祉施設
若干名
〇活動内容　①要援護者に対する個別援助、②「心配ごと
相談」への出席、③セーフティネット体制の維持など
〇その他参考　町社会福祉協議会（基幹型）・社会福祉施
設への委託事業

ＣＳＷとの個別相談を通じて、専門機関
につなぐこと等により、要援護者の課題
を解決、又は解決に近づいた相談案件
の解決割合を50％とする。

周知・啓発活動に取組んでいるが、認知度
が未だ低いため目標達成に至らなかった。

7,200,000

福祉課福祉係（福
祉担当）

（理由）
周知・啓発活動に取組んでいるが、認知度が未だ低いため目
標達成に至らなかった。

能勢町
能勢町小地域ネット
ワーク活動推進事業

　地域の高齢者、障がい者等が自立生活を行う上におい
て、支援を必要とする人々が安心して生活できるよう、地
域住民の参加と協力による支え合い、助け合い活動を小
地域で行うことを目的に体制を整備する。
〇地区福祉委員会　6カ所
〇活動内容　地区福祉委員会委員長会議の開催、研修会
への参加、新地域サロンの開発、地域ボランティアの発
掘、個別援助活動（友愛訪問による高齢者見守り）、グ
ループ援助活動（いきいきサロン、世代間交流活動）
〇その他参考事項　能勢町社会福祉協議会への補助事
業、小地域ネットワーク活動を行うＣＷを２名配置。

地区福祉委員会活動の参加者数が前
年度実績を上回る地区数が50%以上に
なるよう取り組むものとする。

　支援を必要とする人々が安心して生活で
きるよう、地域住民の参加と協力による助け
合い、支え合い活動を小地域で行うことがで
きた。新たな参加者が少ないため、地域で
の呼びかけを強化し、新規参加者の増加に
努める。

16,600,000

福祉課福祉係（福
祉担当）

（理由）
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、一部活動を取り
やめたため、参加者の減となった。

忠岡町 小地域ネットワーク事業

社会福祉協議会（１か所）に対し、地域を小学校区毎（２校
区）に分け、地区福祉委員会（２か所）で実施。
地区福祉委員会が中心となり住民参加型地域福祉の発
展のための調査研究、また、各事業の企画・実施を行うこ
とを目的とする。
・個別援助（独居高齢者戸別訪問・友愛訪問）
・グループ援助活動（サロン活動・昼食会)

自治会、老人クラブと共催を今後も努め
たい。地域により、参加者数及び開催回
数に差異が多く、今後、この差異の減少
に努める。

高齢者名簿等について各事業や各種団体
で別々に存在していることで、本年度におい
て個別援助活動に混乱が見られた。今後、
すでに共有の同意のある者について名簿の
一本化を行う。また、同意のないものについ
ては、再把握時に同意書に記入してもらうな
どを行い、緊急時及び事業実施時に混乱を
生じないように行う必要がある。

7,000,000

健康福祉部地域福
祉課

（理由）
緊急事態宣言や間遠等防止重点措置の発令があり、期間や
活動に制限がされ、活動に苦慮した。支援者及び要支援者に
不安が大きい中、宣言等解除後にすぐに活動を再開し、事業
の継続した。
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆延べ相談件数201件件(目標:970件)・相談者数25
人(目標:40人) △

◆年間延べ相談者数  1,008名 (目標：５５０名) ◎

◆ｸﾞﾙｰﾌﾟ援助活動開催数:185回(目標:260回)、参
加者延べ数:2,367人(目標:3,300人)、個別援助対象
者延べ数:2,208(目標:2,100人)

○

利用登録者150名(目標:80名)　運転ボランティア登
録者14名(目標:14名)　運行回数376回　運行率
66％(目標:276名)

◎

◆相談延件数：５５１件(目標:４７０件)、住民懇談
会：０回(目標:０回)、ケース検討会：２４回(目標:２３
回)

○

忠岡町 CSW配置事業

社会福祉協議会（1か所1名）に配置
町内の要援護者や各種福祉団体の要望を聞き、各種サー
ビスや制度の利用、各専門機関との連絡調整又は援助を
町行政や地域包括支援センターと共に行い、健康福祉
セーフティネットの構築を図る。
総合相談、研修・講習会開催、ケース検討会議、住民活動
や当事者活動のコーディネート、就労支援や社会復帰の
ための自立支援等。

関係機関と連携強化をし協働で相談援
助を行い、相談件数の増加を見込むと
ともにCSWとしての役割を果たす。

相談件数に関して、コロナ禍における生活
福祉資金特例貸付に生活相談が多く、継続
的な支援より制度に繋ぐ件数が増えた。ま
た、生活困窮支援コーディネーターと連携し
情報の共有を行った。
相談の傾向として、コロナ禍で外出が少なく
なり引きこもりの相談が増え、知的や精神障
がいの発見につながる。今後も他機関と連
携を強化し協働で相談援助を行い、相談件
数の増加を見込むとともにCSWの役割をは
たす。

5,300,000

健康福祉部地域福
祉課

（理由）
コロナ禍における他の支援施策や制度、新たな機関に相談者
が多く流れた。

熊取町
コミュニティソーシャル
ワーカー配置促進事業

地域福祉の推進に向けた取り組みとして、住民の生活課
題が年々、複雑・多様化する中、課題の早期発見及び包
括的な対応が求められています。個別アプローチを行い、
行政をはじめ関係機関、事業所とのつなぎ役となるコミュ
ニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）の重要性が増していま
す。総合的なマネジメントを強化していくために、社会福祉
協議会や、地域包括支援センター、委託相談事業所など
と継続した多機関が連携した包括支援体制の充実が求め
られる。
●配置人数：２名
●配置場所：町健康福祉部生活福祉課内
●業務内容：生活支援、金銭・高齢介護等福祉全般につ
いての総合相談

要支援者へのセーフティネット体制を整
え、関係機関へつなぐことも含め、新規
相談者の問題解決率90％以上を目標と
する。

要支援者へのセーフティネット体制を整え、
関係機関へつなぐことも含め、新規相談者
の問題解決率90％以上を目標としていた
が、継続的に支援することで対象者に寄り
添うことができた。解決率の９０％は満たす
ことはできなかったが、コミュニティソーシャ
ルワーカーの配置により、身近にいつでも相
談できる場所があるということを対象者やそ
の家族に周知することができた。 7,242,848

健康福祉部　生活
福祉課

（理由）新型コロナウイルス感染症の影響により、生活困窮に
関する相談やひきこもり、DV関係、ひとり親に関する相談が増
加し、目標数値を大幅に上回った。
相談内容が新型コロナウイルス感染症の影響に関わる案件
が多く、継続案件が多くなっている。

熊取町
小地域ネットワーク活動
事業

熊取町第4次地域福祉活動計画に基づき、校区・地区福
祉委員会が、各種団体の参加協力のもと、地域住民によ
る支え合い・助け合いの活動を進めている。また、地域ぐ
るみで防災・減災活動（防災訓練やマップづくり等）に取り
組み、防災意識を高めている。●校区福祉委員会設置
数：5ヶ所●地区福祉委員会設置数(自治会単位）：39ヶ所
●活動内容：グループ援助活動（いきいきサロン等）、個別
援助活動（見守り・声かけ活動等）、その他、社会福祉協
議会の補助事業（福祉講座・研修会等）●小地域ネット
ワーク活動のコーディネート等を担当するコミュニティワー
カーを2名配置。

・活動実施地区割合：市町村域の100％
（本町では、地区の活動が活発でない
地区もあるが、校区の活動には参加で
きる組織づくりを行っている。）
・参加者の満足度：地域によっては、活
動内容や回数が異なるため、一概に指
標化が難しい。
・令和3年度においても、新型コロナウィ
ルスの影響により通常の活動が厳しい
状況にあるがワクチン接種の効果等に
より段階的な活動再開を見込み、前年
比30％増の活動実績を見込むとともに
個別援助については前年度並みを見込
んでいたが、コロナウイルスの影響によ
りグループ援助活動も昨年同様停滞

グループ援助活動については、新型コロナ
ウイルスの影響により集合型の事業の中止
を目標数値を下回る結果となったが、コロナ
禍でメッセージカードなどを使った個別訪問
活動に新たに取り組んでいただける地区が
増えつつある。コロナ禍において地域での
取組みが進むように引き続き福祉委員会活
動の支援を行う。

10,767,242

健康福祉部　生活
福祉課

（理由）コロナウイルスの感染拡大等の影響により前年度に引
き続き集合型のサロン活動などが中止となる中、地域によって
は見守り活動や、コロナ禍でもできることをとコロナ禍において
も前向な地域活動が見受けられるようになってきた。

田尻町

　高齢・障がい・子ども等の特定の属性や分野に限定され
ず、制度の狭間の問題等既存の福祉サービスだけでは対
応困難な福祉課題に対応するため、町にコミュニティー
ソーシャルワーカーを配置し、相談支援体制を充実する。
また、災害弱者である要援護者への支援体制を整え、地
域福祉の向上を図る。（委託先：田尻町社会福祉協議会）
配置人数：１人、校区数：１

要援護者へのセーフティネット構築及
び、個別相談事例を専門機関・相談支
援員等に100%繋ぐこと。

毎年、相談が増え続けている状況から当該
事業の必要性が認識できるとともに、町民
への周知が進んでいることが確認できる。
現在、ＣＳＷの配置人数は１名で行っている
ため件数増加により複数配置も視野に入れ
検討することが求められる。

4,206,838

民生部　福祉課

（理由）
コロナ禍により、ケース検討会については目標に達することが
できなかったが、相談延件数については目標を上回ることが
できた。（相談者数：337名）

コミュニティーソーシャ
ルワーカー配置事業

熊取町 移送サービス事業

介護保険法で「要支援１・２」に認定されている方、「要介
護」に認定された方を除く75歳以上の単身世帯、または夫
婦のみの世帯で公共交通機関を利用することが困難な方
に対して移送サービスを行うことで、移送サービスの従事
者についてはボランティアを募集し、共感できる活動や短
時間でも手伝ってもらえる人材を増やすこと、セカンドキャ
リアの人々がそれぞれの経験や知識・技術を生かせるよう
な活動の機会を作ることを目的に、地域福祉活動への参
加者を増やすことで、担い手づくりの底上げを行いながら、
制度の狭間の課題に対する支援も行う。

事業利用登録希望申請者で登録対象
者の利用登録100％　運行率70％

事業開始から1年経過令和3年10月から、少
しでも多くの方が利用出来るように週3回運
行から週5日運行へと制度変更を行ったこと
により、利用者数が増えるとともに1月2月期
においては、利用率が75％以上となった。

1,293,484

健康福祉部　生活
福祉課

（理由）
移動手段がない方の日常生活で必要な外出支援として利用
者からは好評である。また、男性ボランティアの活躍の場と
なっている。
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆参加者：茶話会（中止）(目標:中止)、世代間交流
事業（中止）(目標:中止)、見守り（随時）(目標:随
時)、声かけ運動（１回/月）(目標:１回/月)

○

小地域ネットワーク活動
推進事業

◆相談件数446件(目標:（延）1,000件)、府社会福祉
協議会主催研修の受講：0件(目標:１回以上)

△

◆グループ援助活動開催件数：67回(目標:100回)、
参加者数（延）：2,034人(目標:3,000人)、個別援助
対象者(実）数：832名(目標:900名)

○

◆延べ個別相談件数：2,555件(目標:2,340件)　府
社協主催研修の受講者数：1回(目標:5人)

○

◆いきいきサロン活動：延べ1,021人(目標:3,000
人)、見守り友愛訪問活動：延べ284人(目標:200
人)、世代間項交流：未実施(目標:700人)、子育て支
援活動：未実施(目標:300人)

△

田尻町

住み慣れた地域で高齢者の自立生活を支援するため、地
区福祉委員会の活動を核に、地域住民が寝たきりや一人
暮らし高齢者等に対して見守り、声かけ訪問などを行う「小
地域ネットワーク活動」
【具体的な実施事業内容】
見守り・声かけ運動（原則１回/月）、茶話会（５回/年）、世
代間交流事業（２回/年）
校区福祉委員会設置数：１箇所
・個別援助活動（見守り、声かけ訪問等）、グループ援助活
動（茶話会、世代間交流事業等）
※田尻町社会福祉協議会に対する補助事業
令和2年度については、新型コロナウィルスの影響があり
茶話会や世代間交流が実施できない期間については、見

　茶話会や世代間交流事業等を田尻町
全地区を対象に行う。また、見守り・声
かけ運動についても、田尻町全地区で
行うことにより地域力を向上させる。
茶話会、世代間交流が出来ない期間中
については、地域の一人暮らしや寝たき
りの高齢者に対し見守り・声掛け運動を
実施する。

　茶話会及び世代間交流については、昨年
に続き、コロナ禍により行うことができなかっ
たが、地区委員の見守り活動を継続したこと
により、結果、地域のネットワークの礎が築
かれ地域力が向上した。

21,072,256

民生部　福祉課

（理由）
新型コロナウィルスの影響により、茶話会・世代間交流が中止
となり高齢者の孤立を防止することを目的とした一斉声掛け運
動を年間1回以上、見守り運動については地区委員により随
時行われた。

岬町
コミュニティソーシャル
ワーカー促進配置事業

いきいきネット相談支援センターにコミュニティソーシャル
ワーカーを配置し、地域における高齢者、障がい者、ひと
り親家庭など援護を必要とするすべての者又は家庭等に
支援を行い、福祉の向上と自立支援を支援するための基
盤づくりを行うとともに健康福祉セーフティネットの構築を
図る。
〇コミュニティソーシャルワーカーの配置人数及び配置場
所：１名、岬町福祉課内
〇　　　　　　　　〃　　　　　　の役割、業務内容：個別支援、
要援護者支援、住民活動の組織化、制度の狭間にある要
援護者からの相談対応（必要なサービスへ繋げる）、各種
福祉サービス利用申請支援等

コミュニティソーシャルワーカーの配置
により要援護者等に対する見守り・相
談・適切なサービスへとつなげるための
セーフティネット体制づくり、地域住民活
動コーディネート及び要援護者とその家
族の組織化等の促進が期待される。
問題解決率：総合相談件数の90%

指標等はないものの、概ね相談者に対し適
切な対応、各種サービス等への協働を遂行
している。地域に出向き、相談などを通じた
新たな援護者に適切なサービスに繋がるよ
う関係機関との連携を図る。府社会福祉協
議会主催の研修を受講し、スキルアップを
図る。 3,755,336

しあわせ創造部地
域福祉課

（理由）
新型コロナウイルス感染症の影響によりアウトリーチによる出
張相談会の未実施や研修会への参加が出来ずスキルアップ
の機会の確保が出来なかった。

岬町 小地域ネットワーク事業

　社会福祉協議会への補助事業。一人暮らしの高齢者等
の個別見守り活動（小地域ネット）や自治区単位で集会所
や老人憩いの家を活用した、いきいきサロンを開催し、高
齢者等に対する見守り、引きこもりの防止、消費者被害の
防止等の支援を行う。小地域（小学校区・自治区）を単位と
して、要援護者一人一人を対象に、保健・福祉・医療の関
係者と住民が協働して進める。
〇地区福祉委員（小地域ネットワーク活動の実施組織）設
置数：４カ所
〇活動内容：個別援助活動（見守りネットワーク活動、見
守り隊、キッズＥｙｅぼらんてぃあ　など）グループ援助活動
（ふれあい・いきいきサロン、誰もが集える「共生型サロン」
など）

見守り援助活動で一人暮らしや寝たきり
高齢者世帯、障がい者などが地域の中
で孤立することなく、安心して生活できる
ように地域住民による支え合い活動が
活性化し併せて地域における福祉の啓
発と住みよい福祉のまちづくりのつなが
ることが期待できる。
〇活動実施地区割合：町域の１００％（４
地区中４地区で実施）

新型コロナウイルス感染拡大の状況下では
あるが独居の高齢者、障害者など誰もが地
域の中で安心して生活できるよう努めるた
め地域住民による見守り訪問活動や感染拡
大防止を行いながら可能な範囲でグループ
援助活動等を実施し、住みよい福祉のまち
づくり活動を実施。

7,834,826

しあわせ創造部地
域福祉課

（理由）
新型コロナウイルス感染拡大防止等の観点から、グループ援
助活動の開催件数は減少したが個別援助活動に重点を置
き、コロナ禍でも実施できる活動を推進した。

太子町
コミュニティソーシャル
ワーカー配置事業

　身近な地域において、要援護者に対する見守り等の機
能を強化するため、社会福祉法人や行政（町役場）にCSW
を配置する。
・配置人数２名（社会福祉協議会１名、町役場１名）
・事業内容：高齢者、子育て世帯、障害者、生活困窮者な
ど福祉全般に対して関わり、地域福祉のセーフティネット・
福祉協働の体制づくり、要援護者等に対する見守り相談、
情報提供など

問題解決率：相談件数の40％ 　見守り相談や情報提供者のニーズが多種
多様化していることから、本事業を実施する
ことで、個々の実情に応じた地域密着型
サービスを提供することが可能となった。
　今後、このサービスが途切れることなく持
続可能な福祉施策となり、セーフティネット
から外れる住民が出ないよう町及び社会福
祉協議会、関係団体が更なる連携を密にし
なければならない。

10,897,157

健康福祉部福祉介
護課

（理由）
問題解決率：総相談件数の40％

太子町
小地域ネットワーク活動
推進事業

地域の高齢者、障がい者（児）及び子育て中の親子等自
立生活を行なう上において地域を必要とする人々が安心
して生活できるよう、地域住民の参加と協力による支えあ
い、助け合い活動を概ね小学校区を単位とする地域にお
いて活動を行う。
【具体的な事業内容】
・いきいきサロン活動（地区高齢者との交流）
・見守り友愛訪問活動(独居老人等訪問)
・世代間交流
・子育て支援活動

・いきいきサロン活動実施割合：町会・
自治会の70％
・見守り友愛訪問活動実施割合：町会・
自治会の30％
・世代間交流実施割合：地区福祉委員
会の100％
・子育て支援活動：前年度に解散したた
め、新たに1サークルを支援

　高齢者、障がい者（児）に限らず、地域住
民の皆が自立し、安全安心な生活を送るた
めに、今後も新たなサロン活動の発足が促
されるよう事業を継続する。

6,812,282

健康福祉部福祉介
護課

（理由）
新型コロナウイルス感染症の影響により中止事業が多い状況
であった。
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆令和3年度中に地図の更新を1回行った。(目標:
令和2年度中に地図の更新を1回行う)

○

◆相談件数590件(目標:310件)・訪問件数延べ99件
(目標:130件)・ケース検討会延べ17件(目標:10件)

○

◆グループ援助活動開催件数延べ26件(目標:190
件)・参加者数延べ1,085人(目標:7,000人)・個別援
助対象者延べ7,036人(目標:3,600人)

△

◆協力会員実数４７名(目標:60名)・利用会員実数５
７名(目標:90名)・相談件数延べ９１９件(目標:890件)

△

◆グループ援助活動開催件数：１０５回(目標:100
回)、参加者数：２，４１０人(目標:2,000人)、個別援
助対象者数：８，２９８人(目標8,500人)

◎

河南町
コミュニティソーシャル
ワーカー配置事業

コミュニティソーシャルワーカー配置等の状況
・配置人数　1人
・配置場所　河南町社会福祉協議会内
・業務内容　地域における高齢者・障がい者等の援護を要
する者等に対し、見守り・相談を行う。また、町に対し、援
護を要する者等に係る情報提供や、セーフティネット構築
等の支援活動を行う。
なお、河南町社会福祉協議会においては、福祉活動を行
う上で、年々多様化する法律問題への対応策として、弁護
士による専門相談も実施している（大阪弁護士会）。

ケース検討会における課題解決率：
100％

相談件数はコロナ禍の影響により、前年度
に比べ増加している。ケース内容について
は複雑化しており、専門性の高い事案が多
く発生している。コミュニティソーシャルワー
カーを必要とする住民や状況は今後も増加
すると思われる。限られた人員でより良い対
応を行うため、地域資源の活用や関係機関
との連携を一層深め、多様化する課題に対
し適切に対応すべく、弁護士への専門相談
も引き続き活用していく。

6,218,000

健康福祉部高齢障
がい福祉課

（理由）
相談件数及びケース検討会件数が目標に達したため。

太子町
地域福祉地図情報シス
テム保守事業

　生活に不安を抱く要支援者、それを支援する援助者等を
地図情報として整理し、地域福祉活動（災害時避難行動支
援を含む）を円滑に進める。

要支援者の更新と登録者名簿の整理
・名簿登録者：200名（対象要支援者の
20％）

社会福祉協議会の連携の下、新たな要支
援者の登録周知が図れた。今後は支援者
数の増加、支援内容の充実を図るべく、手
上げ方式に限らず広く制度の啓発が可能な
新たな施策を検討する。

715,000

健康福祉部福祉介
護課

（理由）
要支援者の更新と登録者名簿の整理
・名簿登録者：144名(対象要支援者数　990人の14.5％）

河南町
小地域ネットワーク推進
事業

　町内５地域に地区福祉委員会を設置し、この委員会を基
盤として、援護を必要とする人一人ひとりに対し、地域住民
が中心となり、保険・福祉・医療の関係者と協働し、「支え
合い」「助け合い」の活動を常時行っていく。また、福祉活
動において発生する法律問題等に備え、弁護士による専
門相談の受け皿を設ける。
　具体的には、（１）地区福祉委員会活動の充実（地区福
祉委員会への活動助成、研修会等の実施）
　　　　　　　（２）小地域ネットワーク活動の推進（いきいき
サロン、世代間交流、見守り声かけ訪問など）
　　　　　　　（３）小ネット感謝の集いの実施などを行い、
コーディネーターを２名配置する。　等

町内全域（旧小学校区5地域）で、相談
事業・研修事業を実施する。

地域課題への対応に不可欠な地域の「支え
合い」、「助け合い」のネットワークをより拡
充・強化するため、今後も活動を継続してい
く。

16,419,000

健康福祉部高齢障
がい福祉課

（理由）
グループ援助活動件数等が目標に達しなかったため。

河南町
ラクチンライフサポート
事業

　地域で活動できるサポーター（有償ボランティア）の育
成・登録を行い、日常生活で不安を感じながらもフォーマ
ルサービスの提供にまでは至らない状況にある住民の要
請に応じて、情報提供や派遣を行う。

協力会員を確保することで、利用者拡
大をし、幅広いサービス提供を目指し、
福祉課題の解決を図る。

引き続き協力会員の確保に努め、幅広い
サービスの提供を通じて、地域課題の解決
につなげていきたい。

3,007,000

健康福祉部高齢障
がい福祉課

（理由）
目標数値を達成できなかったため。

千早赤阪村
千早赤阪村小地域ネッ
トワーク活推進事業

小学校区単位で、地域の高齢者・障がい（児）者、子育て
中の親子等の自立生活を行う上において支援を必要とす
る人々が安心して生活できるよう、地域住民の参加と協力
による支え合い、助け合い活動を実施する。
地域における問題解決や、住民相互の支え合い意識の向
上のため、地区福祉委員会ほか地区・自治会の協力で実
施する福祉活動（地域サロン活動、高齢者のつどい、世代
間交流事業等）や講習会、研修会を通じて福祉委員の福
祉力を高めることを目的とする。

活動実施地区割合：村域の100％ 　地区福祉委員会において、地域住民の協
力を得て、見守り・声かけ訪問活動等、個別
支援を実施した。また、地域福祉活動の活
発化を図るため地区単位のネットワーク活
動を展開し、住民の参加と協力により、支え
合い・助け合い活動を目的としたグループ援
助活動を実施した。
　新型コロナウイルス感染症蔓延の影響に
より、集会活動等が制限され地域活動が困
難となった地区があった。その他地区によっ
ては、活動内容を変更し地域とつながる機
会を少しでも増やすため、地域サロンや友
愛訪問を実施した。

13,198,000

福祉課

（理由）
開催件数は目標を達成しており、参加者、個別援助対象者に
ついては概ね目標数値どおり。
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市町村名 事業名称 地域におけるニーズ、事業の目的及び内容 活動（アウトプット）指標の達成状況 達成状況 目標：成果（アウトカム）指標
実績に対する評価及び成果（アウトカム）指

標進捗への寄与等
事業費総額（円）

（一般財源等含む）
参考リンク 市町村の担当部署

■大阪府地域福祉・高齢者福祉交付金　令和３年度事業実績（地域福祉分野）

◆相談件数：７８９件(目標:690件)、府・府社協等主
催研修の受講：２回(目標:1回以上)、人権研修の受
講：３回(目標:3回以上)

◎

千早赤阪村
千早赤阪村コミュニ
ティーソーシャルワー
カー配置事業

中学校区単位にある施設にコミュニティーソーシャルワー
カーを配置し、地域における高齢者、障がい者、ひとり親
家庭などの援護を要するあらゆる者又はその家族・親族
等の支援を行う。
実施体制：ＣＳＷ配置人数１名
配置場所：社会福祉協議会１名

相談件数の内、専門機関につないだり
解決又は支援方針を示すことができた
件数：総件数の60％

　福祉サービスや支援が必要でありながら、
福祉制度の狭間でサービスを受けることが
できずにいる人などの相談にあたるととも
に、問題等の解決に向けて関係機関・専門
家等につないだ。また、要援護者のケース
会議等に参加し、把握したニーズの共有、
支援サービス等の協議、検討をした。
　個別支援では、引きこもり等の地域で埋も
れてしまっているケースが多く、地域資源な
どのインフォーマルなサービスの活用が困
難なニーズが増えてきている。
実施体制：CSW配置人数1名
配置場所：社会福祉協議会1名

5,803,000

福祉課

（理由）
全ての項目において、目標数値を達成している。
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